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BR | D GE 


BONJINSHA 


に ほん どの 鈴 凡 人 社 


( 注 ) COMPOSITION の 穴埋め 作文 は 、 そ の 課 で 
学習 し た 表現 や 文法 を 使っ て 解答 する こと を 想 
定 し て いま す が 、 文 脈 を どう 読む か に よっ て は 、 
ここ で 提示 され て いる 以外 の 解答 も ちあ りえ ます 。 


第 1 課 
Step1 同窓 会 の 写真 


LISTENING ( 聴 解 ) 
. 岡 田 =⑤ 山本 =⑨ 小林 =② 
木村 =① 横井 =③ 


2. どの 人 第 一 印象 
岡田 * 営 一 一 楽し い 
山本 ・ 勉強 熱心 
小林 や さ し い 
木村 高校 の 先生 きれ い 
横井 デザ イナ ー まじ め 

玉 妨 頭 が いい 


3. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑪ 連 体 修飾 節 
Qz. (解答 例 ) 
1. か ば ん の 中 に 入っ て いる 財布 を 出し て く 
だ さい 。 
2. 私 に 時 計 を くれ た 友だち は 今 横浜 に 住ん 
で いる 。 
3. 図書 館 で コピ ー し た 論文 を 今日 中 に 読ま 
な けれ ば な ら な い 。 
4. 森 さ ん が と っ て くれ た 写真 を 今 で も 大 切 
に し て いま す 。 
5. 鈴木 さん が 勉強 し て いる 東西 大 学 は 二葉 
県 に ある 。 
新 宿 銀行 と いう の は 、 父 が 勤め て い 
る 銀行 で す 。 
7. リー さん が 日 本 に 来 た 10 年 前 、 私 は 台湾 
の 大 学 で 勉強 し て いま し た 。 


8 て こわ は ( 母 ) が (作っ た 料理 で す 。) 


9. (私 ) が ( 半 語 ) を (教え て も ら っ て いる 
人 ) は (カナ ダ か ら 来 た 留学 生 で す 。) 
@~ て いる 1 
07. 1 
Q2. 3 


Q3. (ラジ オ が 壊れ た 後 の ) 状態 

Qs 1.afEglhiknqruw 
2. c.m.Dp.t 
3. ei 
(※「 住 ん を で いる 」 や 「 勤 め て いる 」 は 
長期 な 動作 の 持続 と 考え 、 1 に 分 類 
し まし た 。) 

9~ そ う 1 (様態) 

Q7. 1.3 

02. 2.4 

03. 見 て 感じ た こと を 話す 時 
OO 只 十 そう (ひい 形 
OO 大 十 そう (な 形 
OO まま + そう ( 動 』 
人 か ら 聞 いた こと を 話す 
OO い + そう 3 ( ひ ゆ 形 
OO だ + そう (な 形 
普通 体 十 そう (動詞 ) 

Q4. (間違っ て いる 部 分 の み ) 
5. 政治 家 の よ うだ らし い 
6. きれ いな 奥さん 
7. 元気 じゃ な さそ う 


COMPOSITION (作文 ) 
(と ) っ た 
(か け ) て いる 
(勤め ) て いま す 
( い ) る 
(きれ ) い 

(し ) て いま し た 
( 働 ) い て いま す 
(か ぶ ) っ て いる 
9. ( 入 ) っ て いま す 
10. ( 頭 の ) よ さそ うな 
11. ( つ な ) い で いる 
12. (か わ ) い い 
13. ( 思 ) っ て いる 
14. ( 思 ) っ て いま し 
15. (し あ ) わ せ そ う 


oN の の ょ の 一 


Step2 あの ころ 、 そ の ころ 


LISTENING ( 聴 解 ) 
1.① 父 親 と 母親 


② 小 さ な 町 だ が 、 自 然 が いっ ぱい で 、 
と て も きれ いな と ころ 

③ 子 供 の ころ か ら の 友だち 

③④ 川 へ 泳ぎ に 行く こと 

⑧⑤ 昔 は 川 が と て も きれ いで 、 魚 が いっ 
ぱい 泳い で いた 
ホタル や トン ボ 、 カ ブ ト ムシ な ど が 
た くさ ん いた 
塾 と か に あま り 行 か な か っ た 

子供 の ころ いっ し ょ に よく 遊ん だ 友だち 
(幼なじみ ) 

⑦ 太 郎 に 会 い に 行 く 

2. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
こそ あ 


07. あの 店 

02. あん な に 

03. ( あ ) れ か 5 ( そ ) れ か 5 
中 _ _ 

あ と | そ と 8 
吉 田 ココ ー ーー 計 を 
鈴本 シク E 
うち へ 帰る 
@~ と いう 
Q7. 会 話 2 


Q2. 相手 が その も の (人 ) を 知ら な い だ ろ う 
と 思っ て いる 時 

⑮ な に か を 思い 出す 時 よく 使う 表現 

0Q7. た し か 

Q2. こっ け 

Q3. そう 言え ば 

COMPOSITION (作文 ) 


1 と いう と ころ 10. っ け 

2. そ の 11. あ の 

3. そ の 12. そう 言え ば 
4. そ の 13. あれ 

5. と いう 友だち 14. た し か 

6. そ の 15. そ の 

7. そ の 16. あ の 

8. と いう 映画 17. あ の 
9. そ の 


Step3 あな た は どん な 性 格 ? 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1. 明るい (①) お おとなしい (③) 


物静か (③) (@) 
社交 的 (@) (®) 
気難しい (⑨) (@) 


だ らし な い て (る ②) 
お お ざっ ぱ (©②) 
お し ゃ べり (①) 感受 性 豊か (③④) 
人 当たり が いい (② ) 協調 性 が な い (⑥ ) 
負け ず 嫌 い (③ ) 思いやり が ある (⑭ ) 
寂し が り 屋 (① ) 恥ず か し が り 屋 (③ ) 


前 向き (⑤) 
わが まま (⑤) 


2. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
性格 に つい て 話す 時 よく 使う 表現 1 


Q7. 2 
02. 1 
@ 性 格 に つい て 話す 時 よく 使う 表現 2 
Q7. 2 
Q2. 3 
Q3. 1 


VOCABULARY BUILDING ( 語 緊 ) 
(解答 省略 ) 


COMPOSITION (作文 ) 
頭 の 柔らか い 

その 反面 

気 が 短 く て 

気難しい 

負け ず 嫌 い 

よく 言え ば 

努力 家 

悪く 言え ば 


@N@O@@ ェ の O 


Dw 


自分 で は 
と ころ が ある 
どちら か と 言う と 


の mn 


第 @ 課 
Step1 ベト ナム へ 行こ う ! 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1.①⑤ ハ ノイ ⑧ 7.200 万 人 
③ 仏 教 ③④ 聖 マ リア 教会 


⑤ ヴ ィ ン ・ ギ ェ ム ベト ナム の 食べ 物 
コイ クォン x 民族 表装 
アオ ザイ ねぎ 


2. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
存在 文 


(郵便 局 ) は (病院 の と な り ) に (ある 。) 
2. (駅 の 前 ) に (公園 ) が (ある 。) 
3. (今晩 大 学 の 寮 ) で (クリ スマ スパ ー テ ィ ー) 
が (ある 。) 
02. 
1. 郵便 局 は どこ に あり ます か 。 
2. 駅 の 前 に 何 が あり ます か 。 
@ 一 た ら ノ ー な ら 
07. 2 
02. 1 
@ と いう の は ~ の こと で す 
Ql. 1 
Q2. 2 


COMPOSITION (作文 ) 
は 


に 
に は 

が 

に は 

が 

に は 

が 

9. ( 行 ) く な ら 
10. と いう の 
11. の こと 
12. ( 行 ) っ た ら 
13. ( 買 ) う な ら 
14. と いう の 
15. の こと 


oo om ER > 


Siep2 ベト ナム に 行く 前 に 


LISTENING ( 聴 解 ) 
1.① ホ ー チ ミン (11 ) 月 一 (3 ) 月 
フ エ (5) 月 一 (7) 月 
ハ ノイ (11) 月 一 (12) 月 
②⑧ サ ング ラス 、 ぼう し 、 日 焼け 止め 、 か さ 
③ 生 水 を 飲ま な い 
水 を 食べ な い 
貴重 品 は いつ も 持っ て 歩く 
夜 お そく 一 人 で 外 を 歩か な い 


2. ビザ の 申請 は ? ご NO の 
旅行 会 話 の 本 は ? 買っ た 
ベト ナム 語 の 勉強 は ? これ か ら す る 


3. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 

@ ゆ 一 た ほう が いい プー と いい 

07.3 

02. 2 

Q3. 1 

Q. 「 北 海道 に 行く の は どう ?」 と か 、「 北 海道 
に 行か な い ? 」 と いう 提案 の 表現 を 使っ 
た ほう が いい で す 。「 ど こ て へ 行く か 」 に つ 
いて 、 ま だ だ れ も を 意見 を 言っ て いな いし 、 気 
を つけ て 」 と いう 意味 も な いか ら で す 。 

@-ー て ある プー て お く 

07. ワイ ン 

02. ビー ル 

Q3. ©, ©@, @ 

Q4. © 


も うー まだ 一 


Q7. 私 
Q2. 田中 、 山本 


COMPOSITION (作文 ) 

( 買 ) っ て いな い 

( み ) る と いい 

( 行 ) く と いい 

( 気 を つけ た ほう が いい 

( 着 ) て いた ほう が いい / ( 着 ) た ほう が いい 
(か ぶ ) っ て いた ほう が いい 


の の ょ た の CN 一 


(か ぶ ) っ た ほう が いい 
7. ( 入 ) れ て あり ます 
8. ( 気 を ) つけ た ほう が いい 
9. ( 気 を ) つけ た ほう が いい 
10. ( 買 ) っ て あり ます 
11. ( 買 ) っ て いな いな 
12. ( 買 ) っ て お いた ほう が いい 
13. ( 飲 ) まな い ほ うがい い 
14. ( 調 ) べ て あり ます 
15. ( 調 ) べ て いな いな 
16. ( 調 ) べ て お いた ほう が いい 


Step3 日 本 の 観光 地 : 長崎 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1.① 大 浦 天主 堂 ( 南 ) 旧 グ ラバ ー 邸 ( 南 ) 


オラ ンタ ダ 坂 ( 南 ) 平和 公園 ( 北 ) 
浦上 天主 堂 ( 北 ) 
② カ ステ ラ ガラ ス 細 工 
チャ ン ポ ン <. ポル ト ガ ル の ケー キ 
ビー ドロ [ 芸 品 
べっ甲 中 華 料 理 
③ 大 浦 天主 堂 (W) 、 旧 グラ バー 邸 (W) 
カス テラ  (W) チャ ン ポ ン (BE) 
ビー ドロ  (W) べっ甲 (E) 
④「 チ ャ ン ポ ン 」 を 発明 し た 人 
2. スクリプト 参照 
FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
有名 な 物 に つい て 話す 時 よく 使う 表現 
Q7. 3 
Q2. 1 
Q3. 2 
@ 物 の 起源 や 由来 に つい て 話す 時 よく 使う 表現 
07. 3 
02. 1 
03. 2 
89 位置 を 表す 表現 
①d Sc 
oe ⑥h 
③f Og 
③④b ⑧a 


COMPOSITION (作文 ) 


ささ の の NO の の よ の モニ 


位置 し 
面 し て いる 
囲ま れ た 
も っ と も 
も っ と も 

の ひと つ 
も と も と 
影響 を 受け た 
と 言え ば 


。 を も で 
・ 影響 を 受け た 


3 課 


Step1 フィ リピ ン で の 留学 生活 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1. 初め いま 
①6( x )( 〇 O) 
@( x )(O) 
S(O )( x ) 
G(X IC OI 
(て x ) (A ム ) 
⑥( x J 全う 
OC x )(※) 


2. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 


ゆ 可 能 形 

QI1. 1.6 

02. 2.5 = 尊 散 語 3.4= 受 け 身 
Q3. (間違っ て いる 部 分 の み ) 


7. こ の 問題 が わか り ま すか 
8.500 内 ぐら い 入る 


@~ な る 
QI. 


1 
2 
3 
4 
5 


Q2. 
03. 


. 〇 OO 十 く な る ( い 形 容 詞 ) 
. OO 閑寺 く な る (な 形容 詞 ) 
・ 〇 〇 ょ に な る (名 詞 ) 
. 辞書 形 + よう に な る (動詞 ) 
.・ 〇 〇 な =+ く な る ( 耕 定 形 ) 
7 
6 


QQ4. これ ら の 動詞 に は も う 「 な る 」 の 意味 が 


含ま れ て いる か ら 。 
例 .「 減 る 」 ニ 「 少 な く な る 」 
ゆー な っ て くる 
07. 1 
Q2. 2 
@~ ば か り 
07. 2 
Q2. 1 
Q3. 1.= て 形 
2.= た 形 


0 「 一 た ば か り 」 は 、 で き ご と が 起き た の 
が 「 最 近 」 だ と 思っ て いれ ば 使え ます が 、 
「 一 た と ころ 」 は 、 で き ご と が 「 終 わっ 
た すぐ 後 」 の 時 し か 使え な いか ら で す 。 


COMPOSITION (作文 ) 

( 行 ) っ た ば か り 

( 話 ) せ な か っ た 

( 寝 ) られ な か っ た 

( 食 ) べ られ な か っ た 

(聞き 取 ) れ な か っ た 

( 答 ) え られ な く 

( 話 ) し て ば か り 

(わか ) る よう に な っ /( わ か) る よう に な っ 

て き 

9. (言う える よう に な っ た /( 言 ) える よう に 
な っ て きた 

10. ( 楽 ) し く な っ /( 楽 ) し く な っ て き 

11. (思う える よう に な っ た /( 思 ) え る よう に 
な っ て きた 


PNRMNnh OR = 


Step2 フィ リピ ン 人 の 国民 性 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1.① ま じ め だ ( J) 
②③ 悲観 的 だ ( 53 
③ つ ま ら な い ( 」) 
③ 明 るい CF 
⑤ 前 向き だ (CP) 
⑥⑯ 自 選 中 心 的 だ hy 
⑦ 他 人 に 無関心 だ CF 
⑧ 人 間 関 係 を 大 切 に する ( P ) 


信仰 心 が 強 い CP) 
⑩ 上 関係 を 大 切 に する ( JP ) 
愛 に つい て 保守 的 ( JP ) 


2. (解答 省略 ) 
3. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑲ 比 較 ・ 対 比 の 表現 

07. 鈴木 

Q2. 田中 


Q3. 6 
Q4. 4,5 


よう だ 

Q7. (解答 例 ) 映画 館 の 入り に ある 
看板 を 見 て 、 お も し ろ い と 思い まし た 。 

Q2. (解答 例 )「 今 映画 が 終わ っ た 」= 
映画 館 か ら 人 が た くさ ん 出 て きた か ら 。 
「 こ の 映画 は や っ ぱり お も し ろ い 」 = 
みん な ニコ ニコ し て いる か ら 。 

03.「 一 そう で す 」 は た だ 見 た 「 印 象 」 に 
つい て 話す 時 に 使い ます 。 
「 一 よう で す 」 は 自分 が 見 て 「 推 測 」 
し た こと に つい て 話す 時 に 使い ます 。 

Q4. 1 

Qs5. 2 

9~ よ うな 気 が す る 

Q 2 

COMPOSITION (作文 ) 


の ほう が 
よう な 気 が 
より 

の ほう 

それ に 対し て 
それ に 対し て 
9. 比べ て 

10. も 

11. も 

12. に 対し て 
13. ほど 


RAO TP 


Step3 帰国 前 の 大 失敗 
LISTENING ( 聴 解 ) 
1.⑳⑪ バ ンカ チ 
② 誕 生日 に プレ ゼン ト を も ら っ た お 返し 
と し て あげ た 
⑧ 冷 た く な っ て し まっ た 
④「 お は よう 」 と あい さ つ を し て も 知ら な 
いふ り を する 
5 を し て も 「 人 忙し いか ら 」 と 言っ て 
電話 を 切っ て し まう 
⑤ フ ィ リ ピン で は 「 も う 別 れ ま し ょ う 」 と 
いう 意味 の ある ハン カチ を 彼女 に 
プレ ゼン ト し て し まっ た か ら 
⑯ 明日 彼女 の 家 に 行っ て 謝る つも り で す 
2. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑯ て し まう 

Q7. 1 

Q2. 3 

Q3. 2 


つも り 


07. 2 
Q2. 3 

Q3. 1 

@~ な けれ ば な ら な い ノ /… 
QI. 韓国 

Q2. 日 本 

Q3. 4,6 


一 わけ に は いか な い 


07. 1 
Q2. 2 


COMPOSITION (作文 ) 
(つも り ) は な か っ 

( 怒 ) ら せ て し まっ 
(誤解 ) さ せ て し まっ 
(聞い ) て は いけ な い 
(聞い ) て し まっ 

言わ ) な けれ ば な ら な い 
( 言 ) う わけ に は いか 


へ N の の いた の Qー 


8. ( 答 ) え て し まっ 

9. (飲ま ) な けれ ば な ら な 
10. (な ) っ て し まい まし 
11. ( 言 ) っ た つも り 


第 4 課 
Step1 それ ぞ れ の 夢 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1.① 伊 藤 留学 し て 経営 学 を 勉強 する 
木村 > 田舎 で 暮らす 
山下 歌手 に な る 
② 伊 藤 た ぶん や め な い 
木村 来年 や め る 
山下 今月 や め る 


③a. お 金 = 貯金 と 退職 金 を 使う 、 
それ で も 足り な けれ ば 家 を 売る 
家族 = つれ て いく 
b. 歌 の レッ スン に 通う 
c. お 金 Z 
家族 = 置い て いく 
2. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 

⑩ 一 た い プ ー て みた い 

07. 2 

Q2. ( 問 違っ て いる 部 分 の み ) 
3. 飲み た そう で す / 飲 みた が っ て いま す 
4. 子供 に 弁護 士 に な っ て ほし いで す 

な っ て も らい た いで す 

5. 早 く 家 に 帰り た い 

@~( よ ) う と 思う ゲー こと に する 

Q7. 2 


Q2. 1 
Q3. 高 2 つ 3 っ 1 低 


こと に な る 
G7. 1 


Q2. 3 
Q3. 2 


COMPOSITION (作文 ) 
な り た (ゆい ) 

な り た か っ た 
行っ て みた い 

行っ て みた い 
見 て みた い 

入 ろ ( う ) 

する こと に し た 
する こと に な っ た 
飛び 回 る ( う ) 


oo の NO の の の Ooー 


Step2 30 年 後 の 世 界 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1.① と て も 高い 人)・ 低い 
⑧ 口 と て も 高い ・ 高 い ・ 低 い 
③ 口 と て も 高い ・ 高 い 5 
④ と て も 高い ・ 高 い ・ 
⑯⑮ ヴ で て も 高い ゆ ・ 高い ・ 低 い 
⑥⑯ と て も 高い ・ 高 い ・ 低 い 
⑦ 口 と て も 高い ・ 高 い ・ 低 い 
⑧ ツ で て も 高い ゆ ・ 高い ・ 低 い 
⑨ ば と て も 高い ・ 高 い ・ 抵 ゆ 


2. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑩ 一 だ ろう プー か も し れ な い 
07. 70% 
02. 20% 
( 注 : この 解答 は あく まで も 目安 で す ) 
@~ て いる 2 


9 絶対 ノア キ を っ と / た ぶん / グ も し か する と 
07. ( 注 : この 解答 は あく まで も 目安 で す ) 


「 絶 対 」 の 時 : 100% 
「 き っ と 」 の 時 : 90% 
「 た ぶん 」 の 時 : 70% 
「 も し か する と 」 の 時 : 20% 


02. きっ と 、 た ぶん 
03. も し か する と 


COMPOSITION (作文 ) 

1. ( 変 ) わ っ て いる だ ろう 

( 増 ) えて いる だ ろう 

( 超 ) えて いる か も し れ な い 

( 食 ) べ て いる か も し れ 

( 食 ) べ る よう に な っ て いる か も し れ 

5. ( 飲 ) め な いか も し れ 
( 飲 ) め な く な っ て いる か も し れ 

6. (進歩 ) し て いる だ ろう 

7. (病気 で は ) な いか も し れ 〆 
(病気 で は ) な く な っ て いる か も し れ 

8. ( 生 ) まれ て いる だ ろう 

9. ( 起 ) こっ て いる か も し れ 

10. (平和 に ) な っ て いる 


た の Np 


Step3 未来 の 新 製品 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1. 部 屋 が 暗く な る か ぎ が か か る 
「 開 け 」 と 言う ブザー が な る 
寝室 の スイ ッ チ を 押す 水 が 流れ る 
うち に か ける お 風呂 に お 湯 が 人 る 
庭 に どろ ぼう が 人 る 電気 が つく 
便座 か ら 立 ち 上 が る 天井 に 星 が う つる 


ドア を 閉め る 穴 や カー テン が 開く 
2.① ベ ッ ド の 横 の スイ ッ チ を 押す 

② 帰 る 前 に うち へ 電話 する 
3. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 

⑨⑲~ と ノ ど グ ~ ば 

Q1. 2 

Q2. 1 

Q3. 3,5 

QQ4. (間違っ て いる 部 分 の み ) 
4. 3 月 の 終わ り ご ろ に な っ た ら 
6. 春 に な っ た ら 

@ 自 動詞 ・ 他 動詞 


QI. 他動詞 自動 記 
背 定 (positive) | 開け る 開く 
否定 (egadve) | 開け な い | 開か な い 


Q2. ①、 他 動詞 


9~ よ うに な っ て いる 


Q1. 2 
Q2. 1 


VOCABULARY BUILDING ( 語 業 ) 

① 開 ける ② 閉 め る ③ つ ける  ④ 消 す 
⑤ 壊 す  ⑥ な お す ⑦ 入 れる ⑱ 出 す 
⑨ 割 る 、⑯⑩ 切 る ⑪ 動 か す ⑱ 止 め る 
決め る ⑭ 集 め る ⑯⑮ 始 め る ⑯ 変 える 
⑰ 乾 か す 冷や す ⑯⑲ 沙 と す ⑳ う つ す 


COMPOSITION (作文 ) 


1. (読み 取 ) る と 

2. 変わ る よう に な っ て いる 
3. ( 押 ) す と 

4. ( 聞 ) け る よう に な っ て い 
5. 変え る 

6. ( 変 ) え れ ば いい 

7. (翻訳 ) で きる よう に な っ て い 
8. ( 押 ) せ ば 

9. つけ て 

10. し た い 

11. 壊れ た 

12. (お ) な お し 

第 5 課 


Step1 殺人 事件 現場 
LISTENING ( 聴 解 ) 
1. ① 推 理 作家 

@ 胸 

③ 金 庫 

⑤ 推 理 作家 
2.③ 
3. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
受け 身 
QI. 

1. 鈴木 

2. 先生 

3. 母 


4. 第 


5. 赤ん坊 
6. 雨 
02. 
1. 田中 
2. 山本 
3. 私 
4. 私 
5. 私 
6. 私 
@~ て いる 3 ーー ヘーー、 
OR TR = === == ®--» 
うち に 帰っ た と き 今 
消え て いた 0 
92 ROGER し @--» 


アパ ー ト へ 行っ た と き 今 


@~ て いる /~ て ある 
0Q7. ① と ②⑧ の 両方 
Q2. @ 

Q3. © 


COMPOSITION (作文 ) 
1. (発見 ) さ れ た 

2. (し ) て いた 

3. ( 失 ) わ れ て 

4. (伝え ) ら れ た 

5. ( 書 ) い て あっ た ( 書 ) か れ て いた 
6. ( 食 ) べ て いた 

7. (発明 ) さ れ た 

8. ( 書 ) い て あっ た / ( 書 ) か れ て いた 
9. ( 着 ) て いた 

10. ( 考 ) え られ て いた 

11. ( 持 ) っ て いた 


SoS: 


Step2 目撃 者 の 証言 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1. 川 田 ( B ) 
鈴木 ( A ) 
妻 ( C ) 
愛人 ( H ) 
H 中 ( 1 ) 
森村 ( G ) 


2. 
事件 が あっ た 時 、 自 分 は 他 の 5 人 の うち だ れ に その 人 は その 時 
何 を し て いた が か? 会 っ た か ? 何 を し て いた か ? 
骨 田 鈴本 務 の の 六 を 歩い て いた si 
村 ー ー EF IEE 
Ei 田中 駅 の 方 へ 正 っ て いっ た 
tinh nr: 
上 本 村 本 村 : 時 iC 引 放し で いた 
田中 ーー ー 
本村 偽 了 喘 
(愛人 ) な が 


3. スク リプ ト 参 照 
FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑯ 一 時 
Q7. 1.= 国 
Q2. 1 
Q3. (間違っ て いる 部 分 の み ) 
3. つか れ た 時 は 
4. 答え が わ か っ た 時 
@ の / こ と 
QZ. 知 党 動詞 
02. こと 
03. の / こ と 


⑲ 疑 問 詞 + キー か プ グ ~ か どう か 


Q7. 2 
Q2. 1 


COMPOSITION (作文 ) 
行く 

( 光 ) っ て いる の 

(UF O) だ っ た か どう か 
話し て いる 

( 言 ) っ た の 

( 何 色 ) だ っ た か 

終わ っ た 
(飛ん で 来 
(大 き さ ) だ っ た か 


2.= 日 本 


PC の いさ の ロロ よ の ドー 


Siep3 3 億 円 事件 
READING (読解 ) 


=0 @=x 
@= ⑤=O 
③ = X =O 


ー10 一 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
で ヾ 推理 を する 時 よく 使う 表現 

07. © 

Q2. © 

Q3. ② 

@~- は ず だ 

QI. 
Q2. 
Q3. 
Q4. 
Qs. 
Q6. 


NR RM 一 


第 6 課 
Step1 理想 の 結婚 
LISTENING ( 有 聴 解 ) 


1.① 鈴 木 自分 の 毒 は 専業 主婦 が いい 
岡田 自分 は 専業 主婦 に な り た い 
西山 友だち の よう な 夫婦 が いい 
高橋 恋人 同士 の よう な 夫婦 が いい 


②a. 夫 の た め に し た いこ と =「 料 理 を 

作っ て あげ る こと 」「 洗 濯 を する こと 」 

夫 に し て ほし いこ と =「 自 分 を グイ 

グイ 引っ 張っ て も ら う こと 」 

「 自 分 を 守っ て も ら う こと 」 

b. 二人三脚 

理由 : お 互い が 対等 な 関係 で 、 友 だ 
ち 同 士 の よう に 相談 し 、 助 け 
合い な が ら 生 き て いき た いと 
思っ て いる か ら 。 


c. 子供 を 産ん で 「 母 」 に な る より 、 和 死ぬ 
まで ずっ と 一 人 の 「 女 」 で いた いと 思っ 
- て いる か らち 。 
d. 仕事 を や め て ほし い 。 
理由 : 家 に いて 、 子 供 の 世話 を し て 
ほし いと 思っ て いる か ら 


2. ス クリ プ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
但 一 て あげ る プー て も ら う 
07. 

1. 私 

2. 木村 

3. キム さん 

4. 私 


@~ て くれ る 

07. 夜 お そく な っ て し まっ た の で 、 
田中 さん は 私 を うち まで 送っ て くれ た 。 

Q2. 3 

GO3. 5 


一 て も ら う 受け身 


COMPOSITION (作文 ) 

(し ) て あげ な けれ 

( 行 ) っ て あげ まし た 

( い ) て あげ まし た 

( 連 ) れ て いっ て あげ た 

(し ) て あげ た 

( 慣 ) れ て も らい た ( 慣 ) れ て ほし 
(し ) て あげ る 

( 行 ) き た 

( 行 ) っ て くれ 

0. ( い ) て も らい た 〆( い ) て ほし 


さ 9 の NO の R た の OCN ニー 


= = 


Step2 ひと こと 言っ て あげ る 


LISTENING ( 聴 解 ) 
1. ゆ = 〇 の 


2. 今日 は 典 さ ん の 誕生 日 な の で 、 仕 事 が 終わ - 
た ら 奥 さん に プレ ゼン ト を 買っ て 帰る 。 
そし て 、 それ を 渡す 時 、「 い つも あり が と う 。 
愛し て いる よ 」 と 言う 。 


3. スクリプト 参照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑲~ そ う ( 伝 間 ) 


Q2. 3 

Q3. 後ろ の 文 が 「~ て くだ さい 」 や 「~ て 
も いい で すか 」 の よう な 意志 を 表す 表 
現 だ か ら 。 


⑮ 一 て くれ な い プ ー て も ら え な い 
Q7. 2 
Q2. 1 
⑳ て あげ て くだ さい 

ー て で もらっ て くだ さい 
7. 1 山田 2.HB 
Q2. 1. 山 田 2. 田 中 


COMPOSITION (作文 ) 
1. (いな ) いそ う 

2.  ( 増 ) えて いる そう (増え た そう 
3. だ そう 

4 ) れ て いた そう 

わ ) れ た そう 


( 言 


5. (めずらし ) く な いそ う 

6. ( 変 ) わ っ た そう 

7. (言わ われ て いた そう (言わ ) れ た そう 
8. (人 気 が ) あ る そう 

9. (や さ し ) か っ た の に 

10. (わか ) っ て くれ な い 

11. ( 考 ) え て あげ た の に 

12. ( 考 ) え て くれ な か っ た 


Step3 国際 結婚 


READING (読解 ) 
1. (理由 は 解答 例 ) 
杉本 正 さ ん (反対 ) 
理由 : 文化 の 違う 二 人 が 結婚 する と いう の は 
そん な に 簡単 で は な いか ら 。 
山崎 散 子 さん (賛成 ) 
理由 : 言葉 や 文化 の 問題 より も 価値 観 が 同じ 
か どう か の ほう が 大 切 だ か ら 。 
木下 花 江 さ ん (反対 ) 
理由 : 言葉 の 問題 が 心配 だ か ら 。 また 、 結 婚 
し た 後 、 娘 が 外国 へ 行っ て し まう か も 
し れ な いと いう こと も 心配 だ か ら 。 
加藤 太郎 さん (賛成 ) 
理由 : 国際 結婚 は いろ いろ 大 変 だ が 、 前 向き 
に 考え て 楽し むこ と が で きれ ば 、 大 丈 
夫 だ と 思う か ら 。 


2. (解答 省略 ) 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑨⑲~ さ えー ば 

07. 2 

Q2. 1 

@ た と えー~ て も 

Q7. 山田 

02. 木村 
必ず し も と は 限ら な い 

Q7. 田中 
02. 加藤 


ー1 の こ 


第 7 課 
Step1 スタ ー の 健康 法 


LISTENING ( 聴 解 ) 


h 


SO 
I lt 
x 


SEOESS 
ll 
RCN I 


I 


⑧=O 


2. スク リプ ト 参 照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
尊敬 語 
Q7. ③ 言 う 


Q2. 先生 


@⑧ 持 つ 

③ 見 る 
④ す る 
⑤ い る 

⑦ 来 る 

⑧ 来 る 
⑨ 訪 問 する 
⑩ 伝 える 


@ 先 生 
③ 学 生 


@ 学 2 


⑯ 助 手 
Q3 OD, © © ⑦、 ⑧、 WO 


0 ① お 会 い に な る ノ 会 われ る 


② お 読み に な る 読ま れる 

③ お 買い に な る 買わ れる 

(④ お 教え に な る 教え られ る 

⑤ お 始め に な る 始め られ る 

⑥ お 集まり に な る 集まら れる 

⑦ お 引っ 越し に な る 引っ 越 さ れる 


8e~ よ うに し て いる 
7. 2 

Q2. 1 

@9~ よ うに ゲー た め に 


Qi. 
.Q2. よう に 
弁護 士 に な れる か どう か は 自分 の 努力 
次 第 だ か ら 。 自分 で 「 あ る 程度 」 コン 


Q3. 


Qs4. 


た め に 


トロ ー ル で きる こと だ か ら 。 


と で は な いか ら 。 


COMPOSITION (作文 ) 


oN の の ょ の CN ニー 


お 取り に な っ た 

(卒業 ) され た 

た め に 

(留学 ) さ れ ま し た 
住ん で いら っ し ゃ っ た 
お 描き に な る 

た め に 

お 出かけ に な っ た 

めし あがっ た お 食べ に な っ た 
(出版 ) さ れ て 

お 作り に な 

よう に 

お っ し ゃ っ て 

気 を つけ て いら っ し ゃ る 
( 使 ) わな いよ うに し て い 
(食べ ) る よう に し て い 


Step2 アロ マテ ラビ ピー 
LISTENING ( 聴 解 ) 


1. 


① リ ラッ クス し た い 時 =c 
二日酔い で 気持 ち が 悪い 時 = g 
夜 ぐ っ すり 眠り た い 時 =a 
明る い 気 持ち に な り た い 時 = b,e 
@② ティ ッ シ ジュ ・ ペ ー パ ー に ハー ブ ・ 
オイ ル を つけ 、 部 屋 に 置い て お く 
(芳香 浴 ) 
お 風呂 の お 湯 に ハー ブ ・ オ イル を 
入れ る (アロ マ バ ス ) 
お 茶 と し て 飲む 


息子 が 勉強 する か どう か は 息子 が 決め 
る こと で 、 親 が コン トロ ー ル で きる こ 


ー3 き ー 


2. スクリプト 参照 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
独 謙 譲 語 


74 


02. 


Q3. 
Q4. 


Qs. 


①④ 行 く 

@ 行 く 
取る 

@ 説 明 す る 
話す 
先生 

@ 学 生 
お 客 
私 

@ 私 
@.@④.⑤ 
の ご 紹介 する 
ご 案内 する 
ご 連絡 する 
④ お 迎え する 
⑤⑮ お 伝え する 
ね 渡し する 
鈴木 さん の た め に か さ を 使 う の で は 
な いか ら 。 


@ 接続 詞 


Q7. 


Q2. 


① ま ず 
⑧@ 次 に 

③ そ れ か ら 
④ ま た 
⑤ た だ し 
① ひ と つめ 
② ふ た つめ 
③ み っ つめ 


COMPOSITION (作文 ) 


PERNDNA WN 


お 話し し (た い ) 
ひと つめ 

ふた つめ 

みっ つめ 

ご 紹介 し (た い ) 
ご 説明 し (た い ) 
まず 

次 に 

最後 に 


Step3 あな た は 知ら せま すか る 


QL. 
Q2. 
Q3. 
Q4. 


の 
3. 
4. 
5, 
6. 
汰 。 
8. 
9. 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑳~ べ きだ 


READING (読解 ) 
1 も GC ) 


1 

3 

強 2 つ 1 つ 3 史 

5. = 卒業 の た め に は 絶対 に 20 単位 必要 だ 
か ら 。 

7.=「~ べ きだ 」 は 他 の 人 に 対し て 、 一 般 
諭 と し て な に か を 言う 時 に 使う の が 
普通 だ か ら 。 


@~ に 対し て どー に と っ て 


QI. 
Q2. 
Q3. 


1 
3 
2 


⑩ 一 と し た ら プ グー と し て も 


07. 
02. 


1.4 
ら る 3 


9~ も /~ー に すぎ な い 


Qi. 
Q2. 


も 


すぎ な い 


= 人 = 


第 8 課 

Step1 日 本 の 大 学 
LISTENING ( 聴 解 

1. (解答 省略 : スク リプ ト 参 照 ) 

2. スク リプ ト 参 照 

FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
で 使役 ] 


07. 2 

02. 2 

Q3. 1 

Q4 「 お 願い し た 」: 3 
「 命 令 し た 」 : 4 


@- こ と に し て いる プー こと に な っ て いる 

7. 1 

02. 2 

Q3. 3 

Q4. 風邪 を ひか な いよ うに 「 気 を つけ る 」 
こと し か で き な い か ら 。 


COMPOSITION (作文 ) 
( 渡 ) す こと に な っ て いま す 
させ る 
( 聞 ) く 
( 言 ) わ せま す 
(や ) ら せる 
( 読 ) ま せ 
( 書 )》 か せま す 
( 出 ) さ せる こと に し て いま す 
させ る 
0. ( 書 ) か せる こと に し て いま す 
1. ( 書 ) く 


さき の の NO の の お の いい ご 


Step2 親 の 立場 、 子 の 立場 
LISTENING ( 聴 解 ) 


る 

質 問 母親 息子 
塾 に 通わ せる (O) (%) 
英語 を 習わ せる (OO) € xX) 
漫画 を 読ま せる て CX) (CO) 
水泳 を や ら せ る CO CK 


絵 を 習わ せる て O 
TV ゲー ム を させ る ( x 
説 や 詩 を 読ま せる ( 〇 
お 菓子 を 食べ させ る ( ※ 
コー ラ を 飲ま せる ( ※ 
ピア ノ を 習わ せる (〈( 〇 
3. スタ リプ ト 参 照 


ラン ン ン シン ン 
らち へ ここ る 
XOOKOO 
ン ン ン ン ン ン 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
使役 ら 使役 受け 身 使役 キオ て も ら う 
07. 2 

02. 山田 

Q3. 3 

Q4. 4 

Qs5. 5 

Q6. 6 


@ 使 役 形 て ほ し い / 使 役 形 て も らい た い 
Q7. 3.4 
Q2. 1.3 
Q3. 2.4 
0 だ れ の 希望 か ? する の は だ れ か ? 
© 私 私 
@ 私 相手 
③ 私 相手 
③④ 私 私 


COMPOSITION (作文 ) 

1. な り ( た い ) 
2. させ て も ら え な い 
3. ( 振 ) ら せ て も ら え ませ ん 
4. ( 投 ) げ させ て も ら え ませ ん 
5. ( 走 ) ら され ます 

6. ( 立 ) た され 

7. ( 洗 ) わ され ます 

8. し 

9. させ て も らい 

10. ( 揚 ) ら せ て も ら え な い 


Step3 学校 へ 行か な い 子 供 た ち 


READING (読解 ) 
x 
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② 普 か ら 管理 主義 的 
③ 日 本 だ け の 問題 で は な い 


* 90% を 超え た ころ 


FOCUS ON LANGUAGE (文法 ) 
⑯ か えっ て 一 
Q7. その 薬 を 飲め ば 、 風 邪 が 治る 。 
Q2. 2 
@ 一 の で し ょ うか ン 
ーー の で は な いで し ょ うか だ … 
07. の で し ょ うか 
Q2. 一 と 思い ます 
Q3. の で は な いで し ょ うか 
Q4. 確か に て か も し れ ま せん 


@ わ け 
Q7. 
02. 
Q3. 
Q4. 


た NM の 


聴 解 ス クリ フト 


第 1 課 
Step1 同窓 会 の 写真 


日 中 : 鈴木 さん 、 何 を 見 て いる の ? 
: ああ 、 田 中 さん 。 こ れ だ よ 。 写真 。 
正月 に 高校 の 同窓 会 が めった ん だ けど 、 
その 時 みん な で と っ た 写真 。 
: へ え 。 ね え 。 と この 一 番 前 に すわ っ て い 
る 男 の 人 は だ れ ? 
: ああ 、 そ れ は 岡田 くん 。 
中 : まじ めそ うな 人 ね 。 
: うん 。 彼 は 本 が 大 好き で ね 、「 将 来 は 小 
説 家 に な り た い 」 っ て いつ も 言っ て い 
た よ 。 
: そう 。 で 、 今 何 を し て いる の ? 
: 高校 で 先生 を し て いる 。 国語 を 教え て 
いる ん だ けど 、 今 で も と きど き 小 説 を 
書い て 出版 社 に 送っ て いる らし いよ 。 
: へ え 。 ね え 。 じ ゃ 、 そ の と な り に いる 
女 の 人 は だ れ ? 
: ああ 、 そ れ は 山本 さん 。 今 
イン 事務 所 に 勤め て いる よ 。 
中 : きれ いな 人 ね 。 
: うん 。 今 も きれ い だ け ど 、 高 校 の ころ も 
すご くき れい で ね 、 ク ラス の 男の子 の 
半分 ぐら い は 彼女 の と と が 好き だ っ た 
ん じゃ な いか な あ 。 
中 : へ え 。 ひ ょ っ と し て 、 鈴 木 さ ん も 彼女 
の こと が 好き だ っ た の ? 
: え ! い や 、 ま 、 ま あ …、 は は は …。 
ええ っ と 、 で 、 こ と の グレ ー の セー ター 
を 着 て いる の が 小林 君 。 今 地元 で 居 酒 
屋 を や っ て いる 。 
: 楽し そう な 人 ね 。 
: うん 。 す ご く 明 る く て 楽し い 奴 で ね 。 
この 同窓 会 も 彼 の 店 で や っ た ん だ 。 
: ふーん 。 で 、 そ の と な り の めがね を か 
け て いる 女 の 人 は ? 
鈴木 : 小林 君 の 奥さん で 、 旧 姓 木 村 さ ん 。 
去年 まで 市 役所 で 働い て いた ん だ けど 、 
子供 が で きた ん で 、 今 は 仕事 を や め て 
お 店 を 手伝っ て いる ん だ っ て 。 

田中 : や さ し そ うな 人 ね 。 

で 、 一 番 右側 に 立っ て いる の が 横井 君 。 


横浜 の デザ 


湯田 
オ 


世 
革 半 芽 
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鈴木 : 


今 ア メリ カ に 住ん を で いる ん だ けど 、 
今年 の 正月 に 久しぶり に 日 本 に 帰っ 
て きた ん だ 。 

: 頭 の よさ そう な 人 ね 。 で も 、 ど う 
し て アメ リカ に ? 

: アメ リカ の ビジ ネス スク ー ル で 勉強 
し て いる ん だ よ 。 

: へ え 。 勉強 熟 心 な 人 ね 。 

鈴木 さん も 少し 見 習っ た ら ? 

は は は 。 


Step2 あの ころ 、 そ の ころ 


: ね え 、 


: そう 。 中 学生 の 時 、 東 京 


お 父さん 。 お 父さん っ て 、 ど こと 
で 生ま れ た の ? 

お 父さん か い ? お 父さん は 岡谷 と そい 
うと ころ で 生ま れ た ん だ よ 。 


: 岡谷 ? それ っ て 、 ど こ に ある の ? 
: 長野 県 の 真ん中 。 諏 訪 湖 と いう 湖 の 近 


く な ん だ 。 


: へ え 。 そ こ は ど ん な と ころ 
: 小さ な 町 な ん だ けど 、 が っ 


で 、 と て も きれ いな と ころ だ よ 。 
ふーん 。 じ ゃ あ 、 お 母さん は ? 


: お 母さん も 同じ よ 。 岡谷 。 
: え ! じゃ あ 、 


お 父さん と お 母さん は 
幼なじみ な の ? 

(に 引っ 越す ま 
で は ね 。 


: そう な ん だ 。 じ ゃ 、 子 供 の ころ は どん 


な こと を し て 遊ん だ の ? 


: そう だ な あ 。 夏 は よく 近く の 川 へ 泳ぎ 


に 行っ た な あ 。 ね え 。 お 母さん 。 


: そう そう 。 お 弁当 を も っ て 、 み ん な で 


よく 行っ た わ ね え 。 あ の ころ の 川 は 今 
と 違っ て すご くき れい だ っ た し 。 


: そん な に きれ い だ っ た の ? 
: きま れい だ っ た わ よ 。 川 に は 魚 が い っ ぱ 


い 泳 いで いた し 、 夜 は ホタル も いた 
の よ 。 


: そう そう 。 あ の ころ は ホタル が いっ ぱ 


いい た な あ 。 最 近 は ほとん ど 見 な く 
な っ た けど 。 


: ふーん 。 そ ん な に いっ ぱい ホタル が い 


母 : ホタル だ け じ ゃ な いわ よ 。 


下落 


2 薄 


和沙 下 各 渦 


父 : ああ 、 太 郎 か 。 


た ん だ あ 。 

トン ボ や カ 
ブ ト ムシ も た くさ ん いた の よ 。 

: いい な あ 。 

そう 言え ば 、 い つも あな た と いっ し ょ 

に 遊ん で いた あの 子 。 名 前 、 な ん て 言っ 

た っ け 。 ほ ら 、 躍 と か 魚 を と る の が す 

ご く 上 手 だ っ た あの 元気 な 子 よ 。 

な つか し いな あ 。 あ い 
つと は いつ も いっ し ょ に 遊ん だ な あ 。 

へ え 。 

: あの ころ は 今 み た い に 塾 と か も あま り 
行か な か っ た か ら 、 毎 日 遊ん で ば か り 
いた な あ 。 楽 し か っ た な あ 、 あ の ころ 
は 。 

: お 父さん た ら 、 す っ か り 子 供 の ころ に 
戻っ て いる 。 そ れ で 、 そ の 人 、 今 ど 
こ に いる の ? 

: て この間 同 窓 会 で 会 っ た 時 、 た し か 、 

「 奥 さん の 実家 が ある 北海 道 で 牧場 を 
や っ て いる 」 っ て 言っ て いた な あ 。 

: えー! 北海 道 の 牧 場 ! すてき ! 
いい な あ 。 私 も 一 度 行っ て みた いな あ 、 
北海 道 。 ね え 、 お 父さん 。 そ の 人 に 
会 い に 行こ う よ 。 

: え 、 北 海道 に ? 

: そう 。 ね え 、 お 母さん も いい で し ょ ? 

: そう ね え 。 た ま に は 家族 で 旅行 する の 
も いい か も ね 。 

: や っ た あ ! じゃ あ 、 


決ま り 。 


Step3 あな た は どん な 性 格 ? 


① 田 中 けい 子 で す 。 私 は よく 言え ば 明る く 
RN: < 的 、 悪 く 言え ば お し ゃ べり な 性格 だ 


; 
ぐ 
円 


人 と 話す の が 大 好き で 、 毎 別 
だ ち と 電話 で 話し ます 。 長 い 時 は 2 時 間 
らい 話し ます ね 。 そ の せい で 、 毎 月 2 万 
ぐら い 電 話 代 を 払っ て いま す 。 私 、 本 当 


は すご く 寂 し が り 屋 な ん で す 。 
⑧@ 鈴 木 と 言い ます 。 ぼ く は 自分 で は 温厚 で 、 


人 


乱 っ た こと は 一 度 も な く て 、 


当たり の いい 性 格 だ と 思い ます 。 人 前 で 
いつ も ニコ ニ 
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コ し て いま す 。 で も 、 そ の 反面 、 お お ざっ ぱ で 、 
だ らし な いと ころ が あり ます 。 部 屋 の 掃除 は 
1 年 に 2、3 回 し か し ませ ん し 、 同 じ シ ャ ツ を < 
日 着 て いる こと も あり ます 。 あ まり 小さ な と と 
は 気 に し な いん で す 。 


③ 木 村 よ し 子 で す 。 私 は どちら か と 言う と 、 
物静か が で お と な し い 性 格 だ と 思い ます 。 そ れ 
に 、 と て も 恥ず か し が り 屋 な の で 、 友 だ ち も 
あま り い ませ ん 。 で も 、 実 は けっ こう 負け ず 
嫌い な と ころ が ある ん で す 。 ク ラス の テス ト 
で 一 番 に な れ な く て 、 悔 し く て 一 晩 中 寝 ら れ 
な か っ た こと も あり ます 。 も ちろ ん 、 そ の 次 
の テス ト で は 一 番 に な り ま し た けど 。 


④ 小 林 と 言い ます 。 ぼ く の 短 所 は 少し 神経 質 
で 、 気 難し いと ころ で す 。 10 分 ぐら い 前 は ニ 
コ ニ コ し て いた の に 、 突 然 不機嫌 に な っ て し 
まう こと が あり ます 。 長 所 は 感受 性 豊か で 、 
思い や り が ある と ころ か な ? 絵 を 描い た り 
写真 を と っ た りす る の が 好き で 、 週 末 は よく 
美術 館 に 行き ます 。 


⑤ 山 本 まさ み で す 。 私 は 自分 で は 努力 家 で 
と て も 前 向き な 性 格 だ と 思い ます 。 た だ 、 そ 
の 反面 、 わ が まま で 協調 性 の な いと ころ が あ 
り ま す 。 友 だ ちと 旅行 に 行く 時 も 、 み ん な は 
スキ ー に 行き た いと 言っ て いる の に 、 私 だ け 
温泉 に 行き た いと 言っ た り 、 み ん な が イタ リ 
ア 料 理 を 食べ よう と 言っ て いる の に 、 私 だ け 
中 華 料理 が いい と 言っ た りす る こと が あり ま 
す 。 私 っ て 、 い つも マイ ペー ス な ん で す 。 


第 2 課 
Step1 ベト ナム へ 行こ う ! 


こん に ち は 。 は じ め ま し て 。 私 は ベト ナム 
か ら 来 た チャ ウ と 申し ます 。 今日 は 私 の 国 べ 
トナ ム に つい て ご 紹介 し た いと 思い ます 。 

べ ベト ナム は イン ド シ ナ 半島 の 東側 に あっ て 、 
南シナ海 に 面 し て いま す 。 西 に は カン ボ ジ ア 
や タイ 、 ラ オス な ど が あっ て 、 北 に は 中 国 が 
あり ます 。 人 口 は 約 7.200 万 人 で 、 国 民 の ほ 
と ん ど が 仏教 徒 で す 。 

べ ベト ナム に は 3 つの 有名 な 町 が あり ます 。 


2 ETEFEE 語 中 有 EEV【T ゴ ACT エ TOY 


ひと つ は ハノイ と いう 町 で 、 ベ トナ ム の 首都 
で す 。 そ れ か ら 、「' 東洋 の 真珠 "と 言わ れ て い 
る ホー チミ ン 。 そ し て 、 歴 史 的 な 町 の フエ で 
す 。 私 は ホー チミ ン で 生ま れ ま し た 。 

ベト ナム は 昔 フ ラン ス の 植民 地 だ っ た の 
で 、 ホ ー チ ミン に は 今 で も た くさ ん の ヨー 
ロッ パ 風 の 建物 が 残っ て いま す 。 例 えば 聖 マ 
リア 教会 で す 。 こ の 教会 は 100 年 ぐら い 前 
に 建て られ た も の で す 。 町 の 中 心 に あっ て 、 
「 ホ ー チ ミン の シン ボル 」 と 言わ れ て いま す 。 
また この 近く に は 市 民 劇 場 や 中 央 郵便 局 な ど 
が あっ て 、 い つも 外国 人 の 観光 客 で いっ ぱい 
で す 。 も ちろ ん 仏教 の 建物 も た くさ ん あり ま 
す 。 一 番 有 名 な の は ヴィ ン ・ ギ エム と いう お 
寺 で 、 ホ ー チ ミン で 一 番 大 きい お 寺 で す 。 テ ィ 
エン ハウ と いう お 寺 も 有名 で す 。 

べ ベト ナム で お いし い 物 を 食べ る な ら 、 ゴ イ 
クオ ン が いい と 思い ます 。 ゴ イク オン と いう 
の は 、 エ ビ や 豚肉 な ど を ライ スペ ー パ ー で 巻 
いた 春巻き の こと で す 。 ほか に も 、 カ イン チュ 
ア と いう スー プ や コム ・ チ ャ イト ー ム と いう 
料理 も 有名 で す 。 何 で も お いし いで すか ら 、 
ベト ナム に だ 行っ た ら 、 と に か くい ろ い ろ 食 べ 
て みて くだ さい 。 

お みや げ を 買う な ら 、 ア オ ザ イ が いい と 思 
いま す 。 ア オ ザ イ と いう の は 、 ベ トナ ム の 女 
性 が 着る 民族 衣装 の こと と で す 。 ア オ ザ イ 専門 
の 店 に 行け ば 、 オ ー ダ ー メ イド で 作っ て くれ 
ます 。 銀 で 作っ た コー ヒー カッ プ な ん か も い 
いと 思い ます 。 

最後 に 、 ベ トナ ム に 行く な ら 、2 月 か 3 月 が 
いい と 思い ます 。 そ の ころ は あま り 暑 く な く 
て 、 晴 れ の 日 が 多い か ら で す 。 み な さん 、 ぜ 
ひ ベ トナ ム に 来 て くだ さい 。 


Step2 ベト ナム に 行く 前 に 

田中 : チャ ウ さ ん 。 私 、 今 度 ベ トナ ム に 行 
こう と 思っ て いる の 。 そ れ で 、 い く 
つか 聞き た いこ と が ある ん だ けど 。 

: 何で すか 。 

中 : ベト ナム に 行く な ら 、 何 月 に 行く 
と いい と 思う ? ・ 

: ベト ナム は 縦 に 長い 国 だ か ら 、 場 
所 に よっ て 天気 が ぜん ぜん 違う ん 
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田中 : 


チャ ウ 


チャ ウ : 


で す 。 南部 の ホー チミ ン に 行く な ら 、 
11 月 か ら 3 月 の 間 に 行 く と いい と 
思い ます 。 そ の ころ は ちょ うど 乾 
期 で 、 毎 日 天気 が いい で すか ら 。 
中 部 の フエ に 行く な ら 、8 月 と 9 
月 は 行か が な い ほ うがい いで すね 。 
台風 の 季節 で すか ら 。5 月 か ら 7 
月 の 間 が いい と 思い ます 。 北 部 の 
ハノイ に 行く な ら 、11 月 か 12 月 
に 行く と いい と 思い ます 。 雨 が 少 
な く て すず し い の で 、 旅 行 し や す 
いで すか ら 。 

そう 。 で も 、 私 、 ゴ ー ル デン ・ ウ ィ ー 
ク に 行こ うと 思っ て いる の 。 


: じゃ あ 、 ぼ うし と サン グラ ス は 絶 


対 に 持っ て いっ た ほう が いい で す 
よ 。 そ れ か ら 日 焼け 止め も 。 と に 
か く 署 いで すか ら 。 


: か さ は どう 2? 
: 持っ て いっ た ほう が いい で すね 。 


ベト ナム は 5 月 か ら 11 月 まで 両 
期 で すか ら 。 


: ベト ナム に 行っ た ら 、 な に か 気 を 


つけ た ほう が いい こと は ある ? 


: そう で すね 。 ま ず 、 生 水 は 飲ま な 


い ほ うがい いで すね 。 ミネラル 
ウォ ー タ ー を 買っ た ほう が いい と 
思い ます 。 そ れ か ら 、 で きる だ け 
水 も 食べ な い ほ うがい いと 思い ま 
す 。 


: ほか に な に か ある ? 
: そう で すね 。 ま ず 、 パ スポ ー ト や 


貴重 品 は いつ も 自分 で 持っ て 歩い 
た ほう が いい で すね 。 そ れ か ら 、 
夜 お そく に 一 人 で 外 を 歩か な い ほ 
うがい いで す よ 。 特 に 女性 の 場合 、 
あぶ な いで すか ら 。 と ころ で 、 田 
中 さん 。 ビ ザ は も う 取 っ て あり ま 
すか 。 


: うう ん 、 ま だ と っ て いな いわ 。 


少し 早め に 手続 き を し て お いた ほ 
うがい いと 思い ます よ 。 そ れ と 、 
ベト ナム 語 も 少し 勉強 し て お い 
た ほう が いい で すね 。 


H : そう ね 。 一 応 「 旅 行 会 話 」 の 本 は 
買っ て ある ん だ けど 。 ま だ ぜん ぜ 
ん 勉強 し て いな い の 。 あ 、 そ うだ 。 
よかっ た ら 、 チ ャ ウ さ ん 、 私 に 少 
し ベト ナム 語 を 教え て くれ な い ? 
簡単 な 会 話 だ け で いい か ら 。 

チャ ウ : え え 、 い いで す よ 。 


呈 


Step3 日 本 の 観光 地 : 長崎 


長崎 市 は 九州 の 北西 部 に 位置 し 、 長 崎 湾 
に 面 し て いる 。 大 陸 に も 近く 、 昔 か らい ろ 
いろ な 国々 と 貿易 を 行っ て きた 。 日 本 は 江 
戸 国 を し て いた が 、 長 崎 だ け は 例 

*、 出島 と いう と ころ で 中 国 や オラ ンダ 
と 貿易 を する こと が で きた 。 そ の た め 、 長 
崎 市 内 に は 今 で も た くさ ん の 外国 文化 が 
残っ て お り 、 日 本 で も っ と も 異国 情緒 豊か 
な 都市 の ひと つ だ と 言わ れ て いる 

例え ば 、 市 の 南側 に は 大 浦 天 や 旧 グ 
ラバ ー 対 な どの ヨー ロッ パ 風 の 建物 が た く 
さん あり 、 観 光 地 と し て 有名 で ある 。 特 に 
旧 グ ラバ ー 郎 か ら の 景色 は すばらし く 、 長 
崎 で も っ と も 有名 な 観光 地 の ひ と つ で ある 。 
また 、 そ の 近く に は オラ ンダ 坂 と いう 有名 
な 坂 が あり 、 女 性 に 人 気 の あ る 観光 スポ ッ 
ト と し て 有名 で ある 。 市 の 中 心 部 に は チャ 
イナ タウ ン が あり 、 北 側 に は 平和 公園 や 浦 
上 天主 堂 な ど が ある 。 

長崎 の 食べ 物 や 工芸 品 も 、 外 国文 化 の 影響 
を 受け た 物 が 多い 。 食 べ 物 で は 、 例 えば カス 
テラ と チャ ン ポ ン で ある 。 カ ステ ラ と いう の 
は ポル ト ガ ル か ら 来 た ケー キ の こと で 、 こ て の 
言葉 は も う 日 本 語 に な っ て いる 。 一 方 、 チ ャ 
ン ポ ン は 日 本 で 生ま れ た 中 華 料 理 で 、 も と も 
と 中 国人 留学 生 た ちの た め に 陳平 順 さ ん と い 
う 人 が 発明 し た 料理 だ そう だ 。 今 で は 「 長 崎 」 
と 言え ば 「 チ ャ ン ポ ン 」 と いう ほど 有名 に 
な っ て いる 。 

お みや げ で 一 番 有 名 な の は 、 ビ ー ド ロ と 
べっ甲 で ある 。 ビ ー ド ロ と いう の は ポル ト 
ガル か ら 来 た ガラ ス 細 工 の こと で 、16 世紀 
の 中 ご ろ に ポル ト ガ ル 人 が 運ん で きた べ ネ 
チア ン ・ ガ ラス の 影響 を 受け て いる 。 ま た 、 
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べっ甲 と いう の は 亀の甲 羅 か ら 作 っ た 工芸 品 の 
こと で 、 く し や ネクタイ ピン 、 ペ ンダ ント な と 
に 使わ れ て いる が 、 こ れ も 中 国 か ら 伝わっ 
物 で ある 。 

この よう に 、 東 洋 と 西洋 の 両方 の 文化 の 影響 る 
受け な が ら 発展 し て きた の が 長崎 で ある 。 あ な か た 
も 機会 が あれ ば 、 ぜ O 長 崎 を 歩い て みる と いい , 
そう すれ ば 、 京 都 や 奈良 と は 違う 別 の 日 本 な 


第 3 課 
Step1 フィ リビン で の 留学 生活 
前 貼 

先生 、 お 元気 で すか 。 風 邪 を ひか れ た と 骨 
きま し た が 、 お 元気 に な られ まし た で し ょ う 
か 。 私 の ほう は あい か わら ず 元 気 に や っ て し 
ます 。 早い も の で 、 私 が フィ リピ ン に 来 て も 
う 3 カ月 が た ち ま し た 。 お か げ さ まで 、 よ う 
や く こ ちら で の 生活 に も 慣れ て きま し た 。 
来 た ば かり の ころ は 是 く て 食事 が の ど を 通 
り ま せん で し た が 、 今 は 何で も 食べ られ る よ 
うに な り ま し た し 、 夜 も よく 寝 ら れる よう に 
な り ま し た 。 す し や 刺し 身 の 夢 も も う 見 な く 
な り ま し た 。 ミ ネ ラ ルウ ォ ー タ ー を 買い 忘れ 
て 一 晩 中 水 が 飲め な く て 苦労 し た こと も 今 て 
は いい 思い 出 で す し 、 熱 い お 風 呂 に 入れ な い 
こと も 、 も う 気 に な ら な く な り ま し た 。 
勉強 の ほう も 、 初 め は 暑く て ぜん ぜん 手 に 
つき ませ ん で し た が 、 最 近 で は か な り 集 中 し 
て 本 が 読め る よう に な り ま し た し 、 授 業 も だ 
いぶ わか る よう に な っ て きま し た 。 ま た 、 セ 
ミ で も 自分 の 意見 が ずい ぶん うま く 言 える よ 
うに な っ て きま し た 。 た だ 、 英 語 の レポ ー ト 
だ け は あい か わら ず 苦 労 し て いて 、 い つも ゼ 
ミ の 友だち に 手伝っ て も ら っ て いま す 。 論文 
に つい て は 、 最 近 や っ と テー マ が 決ま っ て 資 
料 を 集め 始め た ば か りな の で 、 ま だ 詳し く お 
話し で きま せん が 、6 月 に 日 本 へ 帰る まで に 
は な ん と か な る と 思い ます 。 そ れ よ り 今 は 買っ 
た ば か り の 扇風機 が 壊れ て し まっ た こと の ほう 
が 大 き な 問 題 で す 。 

と ころ で 、 先 生 が 来 月 調査 の た め に こち ら 


贈 解 スク リプ ト ; CEE ns 


へ いら っ し ゃ る と 聞き まし た が 、 本 当 で し ょ 
うか 。 も し 本 当 な ら 、 先 生 の スケ ジュ ー ル を 
お 知ら せく だ さい 。 休 み を と っ て いろ いろ ど 
案内 し た いと 思い ます 。 マ ニラ 湾 の 夕日 は う 
わ さ ど お り 本 当 に きれ いで す 。 
で は 、 ま た 手紙 を 書き ます 。 
8 月 1 日 マニ ラ に て 安田 1 


Du 
| 


Step2 フィ リピ ン 人 の 国民 性 
前 略 

先生 、 ぼ く は 今 ル ソン 島 北 部 の バ ギ オ と い 
う 町 に 来 て いま す 。 ゼ ミ の 友だち の 一 人 が こ 
の 町 の 出身 で 、 ク リス マス に うち へ 招待 し て 
くれ た の で す 。 ホ ー ム ステ イ を し て みて 、 あ 
ら た め て 「 フ ィ リ ピン 人 は 日 本 人 と ずい ぶん 
違う な あ 」 と 感じ まし た 。 

例え ば 性 格 で す 。 日 本 人 は よく 「 ま じ め だ 
が 、 悲 観 的 で お も し ろく な い 」 と 言わ れ ま す 。 
それ に 対し て 、 フ ィ リ ピン 人 は いつ も 明る く 
て 前 向き で す 。 つ らい 時 も 悲し い 時 も 、 い つ 
も ニコ ニコ し て いま す 。 ま る で 悩み な ど ぜ ん 
ぜん な いよ う で す 。 ま た 、 最 近 の 日 本 人 は 「 自 
己 中 心 的 で 他人 に 無関心 」 と も 言わ れ ま す 。 
実際 、 日 本 で は と な り に 住ん で いる 人 の 名 前 
を 知ら な いと いう こと も めずらし く な いで す 
が 、 フ ィ リ ピン で は そん な こと は 絶対 に 考え 
られ ませ ん 。 フ ィ リ ピン 人 は 人 間 関 係 を と て 
も 大 切 に する か ら で す 。 ば ぼく の 経験 で も 、 日 
本 人 より フィ リピ ビン 人 の ほう が 友だち に な り 
や すい よう な 気 が し ます 。 宗教 に 対す る 考え 
方 も ずい ぶん 違う よう で す 。 日 本 人 に 比べ て 
フィ リピ ン 人 は 信仰 心 が 強く 、 日 曜日 に は 家 
族 全 員 で 必ず 教会 に 行き ます 。 ま た 、 食 事 を 
する 時 も お 祈り を 絶対 に 忘れ ませ ん 。 こ こ で 
は 宗教 は 生活 の 一 部 に な っ て いる よう で す 。 

も ちろ ん 、 お 互い に よく 似 て いる と ころ も 
いっ ぱい あり ます 。 日 本 人 も フィ リピ ン 人 も る 
上 下関 係 を 大 切 に し ます し 、 恋 愛 に つい て は 
どちら か と 言う と 少し 保守 的 で す 。 も ちろ ん 
都会 で は 田舎 ほど その 考え 方 は 強く な い の で 
す が 。 

先生 。 ぼ く は 、 フ ィ リ ピン に 来 た ば か り の 
ころ 、 日 本 と 違う と ころ ば か り が 気 に な っ て 
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「 早 く 日 本 へ 帰り た い 」 と 思っ て いま し た 。 
で も 、 最 近 は 「 違 うか ら こ そお も し ろ い 」 
と 思え る よう に な り ま し た 。 ぼ くも フィ リ 
ピン 人 の よう に 少し 前 向き に な っ て きた よ 
う で す 。 こ れ も 留 学 の 成果 か も し れ ま せん 。 

で は 、 ま た 手紙 を 書き ます 。 

12 月 25 日 バ ギ オ に て 安田 信二 
Step3 帰国 前 の 大 失敗 
前 略 

先生 、 お 元気 で すか 。 ぼ く の 留 学 も も う 
すぐ 終わ り で す 。 来 月 の 初め に は 日 本 に 帰 
り ま す 。「 光 陰 矢 の 如 し 」 と 言い ます が 、 あ っ 
と いう 間 の 1 年 で し た 。 こ と へ 来 た お か 
ば で 、 本 当 に いろ いろ な こと を 勉強 する 
と が で きま し た 。 で も 、 こ の 間 「 ま だ まだ 
勉強 が 足り な い 」 と 感じ る 大 失敗 を し て し 
まい まし た 。 

ぼく に 彼女 が で きた こと は この 間 お 話し 
し まし た が 、 大 失敗 と いう の は 彼女 と の こ 
と で す 。 今月 9 日 は ぼく の 誕生 日 で 、 彼 女 
は ぼく に プレ ゼン ト を くれ まし た 。 ぼ く は 
すご くう れ し く て 、 次 の 日 お 返し に ハン カ 
チ を プレ ゼン ト し まし た 。 と ころ が 、 そ れ 
か ら 彼 女 が 急 に 冷た を く な っ て し まっ た の で 
す 。 朝 「 お は よう 」 と あい さ つ し て も 彼女 
は 知ら な いふ り を し ます し 、 う ち に 電話 を 
し て も 「 今 忙し いか ら 」 と 言っ て 電話 を 切っ 
て し まい ます 。 先週 も 彼女 と 話 を し よう と 
思っ た の で す が 、 彼 女 は 怒っ た 顔 を し て 家 
に 帰っ て し まい まし た 。 

原因 は ぼく が プレ ゼン ト し た ハン カチ で 
し た 。 後 で 友だち に 聞い た の で す が 、 フ ィ 
リピ ン で は 恋人 に ハン カチ を プレ ゼン トレ 
て は いけ な か っ た の で す 。 ハ ンカ チ を プレ 
ゼン ト す る と いう の は 、「 二 人 の 関係 は も 
う 終わ り だ 。 別 れ ま し ょ う 」 と いう 意味 だ 
か ら で す 。 た ぶん 彼女 は 「 ぼ く が 彼女 の こ 
と を 好き で は な く な っ た 」 と 思っ て し まっ 
た の で し ょ う 。 こ れ は ば ぼく の 大 失敗 で す 。 

今 は 反省 ば か り し て いる わけ に は い 

きま せん 。 一 日 も は や く 彼 女 の 誤解 を と か 
な けれ ば な ら な いか ら で す 。 そ ん な つも り 
は な か っ た と は いえ 、 ぼ く が 彼女 を 誤解 さ 


せ て し まっ た の は 事実 で すし 、 彼 女 を 誤 
解 さ せ た ま ま 日 本 に 帰る わけ に も いき ませ 
ん 。 明 日 彼女 の 家 に 行っ て 謝 ろ うと 思い ま 
す 。 そ し て 、 一 生 懸命 自分 の 気持 ち を 伝え 
る つも り で す 。 
日 本 に 帰る 前 に も う 一 度 手紙 を 書き ます 。 
4 月 21 日 マニ ラ に て 安田 信二 


第 4 課 
Step1 それ ぞ れ の 夢 


伊藤 さん の 夢 

伊藤 : 実は 、 私 、 来 年 息子 が 大 学 を 卒業 し 
た ら 、 会 社 を や め よ うと 思っ て いる 
ん で す 。 

山下 : え ! どう し て で すか 。 

伊藤 : 田舎 で 農業 を や ろう と 思っ て いる ん 
で す 。 

木村 : 農業 で すか ? 

伊藤 : ええ 。3 年 ぐら い 前 か ら ず っ と 考え 
て いた ん で す よ 。 子供 が 大 きく な っ 
た ら 、 田 舎 で の ん びり 暮らし た いな 
あっ て 。 

山下 : で も 、 奥 さん や お 子 さ ん は どう する 
ん で すか 。 

伊藤 : も ちろ ん いっ し ょ に つれ て 行こ うと 
思っ て いま す 。 

木村 : その 話 、 奥 さん に は も うし た ん で す 
か 。 

伊藤 : いい え 、 ま だ で す 。 で も 、 た ぶん 貧 
成 し て くれ る で し ょ う 。 彼女 も 「 将 
来 は 田舎 で 暮らし た いわ ね 」 と 言っ 
て いま し た か ら 。 

山下 : で も 、 か な りお 金 が か か る ん じゃ な 
いで すか 。 

伊藤 : 貯金 が 少し あり ます し 、 そ れ に 少し 
で すけ ど 退 職 金 も あ り ま すか ら 。 も 
し それ で も 足り な か っ た ら 、 家 を 売 
ろう と 思っ て いま す 。 

木村 : も し うま くい か な か っ た ら 、 ど うす 
る ん で すか ? 

伊藤 : それ は 、 そ の 時 に 考え よう と 思っ て 
いま す 。 今 心配 し て も 仕方 が あり ま 
せん か ら 。 


= 


木村 : それ も そう で すね 。 


木村 さん の 夢 

伊藤 : 木村 さん は 何 か 夢 は な いん で すか ? 

木村 : 私 で すか ? 
ある に は ある ん で すけ ど …。 

山下 : 何で すか ? 

木村 : 実は …、 あ の う 、 
で す 。 

伊藤 : か 、 歌 手 で すか ? 

木村 : 笑わ な いで くだ さい よ 。 
真剣 な ん で すか ら 。 

山下 : ご 、 ご めん な さい 。 で も 、 ど うし て ? 

木村 : 子供 の に ろか ら 歌 が 大 好き で 、 ず っ と 問 

手 に な り た いな あっ て 思っ て いた ん で 
す 。 た くさ ん の お 客 さ ん の 前 で 、 一 度 
思い っ きり 歌っ て みた いん で す 。 

伊藤 : 本 気 な ん で すか ? 

木村 : ええ 。 で も 、 私 に 者 
も わか ら な いし …。 

山下 : 才能 な ん て 関係 な いじ ゃ な いで すか 。 夢 
な ん で すか ら 。 

木村 : ええ 。 と りあ え ず 歌 の レッ スン に は 行 
きた いな あ 和久 て いる ん で すけ ど 、 
時 間 が な く て … 

伊藤 : ぜひ 行く べき で す よ 。 歌手 に な り た い 
と 思う だ け で は 、 夢 は 実現 し ませ ん よ 。 


歌手 に な る こと な ん 


E が ある か どう か 


木村 : そう で すね 。 よ し ! 行こ う ! 
山下 : そう そう 。 

その 気持 ち が 大 切な ん で す よ 。 
山下 さん の 夢 


伊藤 : 山下 さん の 夢 も 聞か せ て くだ さい よ 。 
下 :- 実 は 、 私 の 場合 は も う 夢 じゃ な いん で 
す 。 今月 で 会 社 を や め る こと に し た ん 
で す 。 
森村: え !!1 
下 : アメ リカ に 留学 する こと と に し た ん で す 
よ 。 
伊藤 : どう し て 留学 を ? 
下 : MBA で も う 一 度 経営 学 を 勉強 し た いな 
あっ と 思っ た ん で す 。 
木村 : そう な ん で すか 。 そ れ で 、 ご 家族 は ? 
山下 : 日 本 に 置い て いく こと に し まし た 。 
そん な に 長い 留学 で は あり ませ ん し 。 


| 聴 解 ス クリ プ ト 


どう する ん で すか ? 
な を る らち える と と に な り ま し た か 
ら 、 大 丈夫 で す 。 


: 出発 は いつ で すか ? 

: 来 月 の 7 日 で す 。 

: が ん ば っ て くだ さい ね 。 
: あり が と う ご ざ いま す 。 
: じゃ 、 


山下 さん の 成功 を 祈っ て …。 
乾杯 | 


Step2 30 年 後 の 世界 


鈴木 : 


鈴 


: え ! 
: そう 。 私 は と きど き 考 える の 。 


: うん 。 で も 十 2 


: 鈴木 さん 。30 年 後 の 世 界 は どう な っ て 


いる か 考え た こと ある ? 
そん な こと 考え た こと も な いよ 。 


は どん な 生活 を し て い 
鈴木 さん は どう 


その ころ 、 私 た ち 
る の か な あっ て 。 ね え 、 
思う ? 30 年 後 の 世 界 。 


: 30 年 後 か あ 。 そ うだ な あ 。 た ぶん 日 本 


語 は ずい ぶん 変わ っ て いる だ ろう ね 。 


: どん な ふう に 。 
: 例え ば 、 漢 字 は も う ぜ ん ぜん 使わ な く 


な っ て いる だ ろう ね 。 


: どう し て 。 
時 Cc 


今 外来 語 が どん どん 増え て 
いる じゃ な い 。 だ か ら 、30 年 後に は 難 
し い 漢字 の 言葉 な ん か ぜん ぜん 使わ な 
く な っ て 、 新 聞 や 雑誌 も ひら が な と カ 
タカ ナ だ け で 書く よう に な っ て いる だ 
ろう な あっ て 思う ん だ 。 


: そう か も し れ な いわ ね 。 も し か する と 、 


高校 生 も 「tonight、restaurant で 
dinner を eat する ん だ けど 、you も join し 
な い ?」 と か 言う よう に な っ て いる か も し 
れ な いわ ね 。 

うん 。 そ れ ど ころ か 、 も し か する と 、 
年 寄り の 人 は 若い 人 の 日 本 語 が ぜん ぜ 
ん わか ら な く て 、 お 互い に 特別 な 翻 
訳 機 を 使っ て 話す よう に な っ て いる 
か も し れ な いよ 。 


: それ っ て 、 な ん だ か 頂い わ ね 。 


考え られ る よ 。 


と ころ で 、 田 中 さん は どう 思う の , 
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田中 : 


鈴木 : 


: そう ね 。 で も 、 


: じゃ 、 


うー ん 。 ま ず 女 性 の 平均 寿命 だ け 
ど 、 き っ と 100 歳 を 超え て いる で 
し ょ う ね 。 う うん 。「 で し ょ う 」 じ ゃ 
な く て 、 総 対 超え て いる わ よ 。 男 よ 
り 女 の ほう が 強い ん だ し 。 
そう だ ね 。 で も 、 平 均 寿命 が 長く な 
る っ て 、 い いこ と な の か な あ 。 必 ず 
し も そう と は 限ら な いん じゃ な い 。 
だ っ て 、 そ うな る と きっ と 今 よ り も っ 
と 深刻 な 高齢 化 社会 に な っ て 、 
も すご く 高 く な っ て いる と 思う 
それ より も っ 6 
0 境 問題 よ 。 白 然 は 今 よ り 
も っ と 少な く な っ て いる だ ろう し 、 
人 口 も も っ と 増え て 、 き っ と 動物 
も すご く 減 っ て いる わ よ 。 今 は パン 
ダ が 全部 死ん を で し まう か も し れ な 
いと 言わ れ て いる けど 、 今 度 は に わ 
と り が 危な く な っ て いる か も し れ な 
いわ よ 。 人 間 が 食べ すぎ て 。 
30 年 後 は も う ぼ く の 好 き な 
親子 填 が 食べ られ な く な っ て いる の 。 
それ は 困る よ 。 


: あり うる 話 で し ょ 。 
: な ん だ か これ か ら 先 の こと が 心配 に 


な っ て きた よ 。 
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半 時 


: で も 、 大 丈夫 よ 。 鈴 
: どう し て 。 
: だ っ て 、30 年 後 私 は まだ 生き て い 


木 さ ん の 場合 は 。 


る だ ろう けど 、 鈴 木 さ ん は も う 死 ん 
で し まっ て いる か も し れ な いじ ゃ な 
い の 。 


鈴木 : え ! 


Step3 未来 の 新 製品 


社員 


: いか が で すか 、 お 客 様 。 
な か な か すてき な リビン グ で し ょ う 。 
: 本 当 、 す て き 。 


: て と の リビン グ に は どん な 最新 設備 が 


ある ん で すか ? 


: まず 、 こ の リビン グ に は 光 の セン サー 


が つい て いま す の で 、 夕 方 部 屋 が 暗 
く な る と 、 自動 的 に 電気 が つく よう 


: へ え 。 で 、 実 際 に プラ ネタ 


: その 時 は 、 


に な っ て いま す 。 そ れ と 、 音 の セ 
ン サ ー も つい て いま す の で 、 
向かっ て 少し 大 き な 声 で 「 開 け 」 と 
言う と 、 自 動 的 に 窓 や カー テン が 
開く よう に な っ て いま す 。 も ちろ ん 
家族 以外 の 人 の 声 で は 絶対 に 開か 
な いよ うに な っ て いま す 。 


: な る ほど 。 
: さあ 、 


こち ら へ どう ぞ 。 こ こ が ベ ッ 


ドル ー ム で す 。 


: 広い わ ね え 。 
: ええ 。 と いう の も 、 実 は この 部 屋 、 


天井 全体 が プラ ネタ リウ ム に な っ て 
いる ん で す 。 

リウ ム 
を 楽し みた い 時 は どう すれ ば いい ん 
で すか 。 

部 屋 を 暗く し て ベッ ド の 
横 の この スイ ッ チ を 押せ ば いい ん で 
す 。 そ うす る と 、 天 丼 に 星 が 映 る よ 
うに な っ て いま す 。 ほ ら 。 


: まあ すてき 
: こち ら が バス ルー ム で す 。 


夫 : 仕事 で つか れ た 時 、「 う ち に 帰っ た ら 


社員 : 


すぐ お 風呂 に 入り た い 」 と 思う こと 
が 多い ん で す よ ね 。 


: そう ね 。 私 た ち 、 お 互い に 仕事 を 持っ 


て いる か ら 、 特 に そう 思う わ よ ね 。 
ご 安心 くだ さい 。 そ うい う 時 は 会 社 
か ら う ち に 電話 を か けれ ば いい ん で 
す 。 そ うす る と 、 自 動 的 に お 風呂 に 
お 湯 が 入る よう に な っ て いま す 。 
帰っ た ら す ぐに 熱い お 風呂 に 入れ ま 
す よ 。 


: これ は いい 。 
: 実は 、 こ の 家 は トイ レ に も セン サー 


が つい て いる ん で す 。 で すか ら 、 ほ ら 。 
便座 か ら 立 ち 上 が る と 、 自 動 的 に 水 が 
流れ る よう に な っ て いる ん で す 。 


: セキ ュ リ ティ ー は どう な っ て いま すか ? 
: ご 安心 くだ さい 。 ド ア は すべ て オー ト 


ロッ ク で 、 ド ア を 閉め る と 、 自 動 的 に 
) い ぎ が か か る よう に な っ て いま すし 、 
Ms どろ ぼう が 入る と 、 ブ ザー が な る 
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よう に な っ て いま す 。 


第 5 課 
Step1 帝人 事件 現場 
事件 が 起き た の は 金曜 日 の 午後 だ っ た 。 そ 
の 日 は 妻 の 29 回 目 の 誕生 日 で 、 私 は ひさ し 
ぶり に 休み を と っ て 家 に いた 。「 そ ろ そ ろ 出 か 
け よ うか 」。 表 に そう 話し た 時 、 電 話 の ベル が 鳴っ 
た 。 
西村 : 


三井 さん 。 お 休み の 日 に 中 し 訳 あ り ま 
せん が 、 殺 人 事件 で す 。 


は 後 草 の 西村 川 事 か ら だ っ た 。 私 は 妻 
の の» な そう な 原 を 見 な が ら 、 聞い た 。 


三井 : 


毅 され た の は 「 山 下 ま さ お 」 と いう 推理 作 
家 だ っ た 。 胸 を ピス トル で 撃た れ て 、 死 ん で 
いた 。 死 ん だ の は 午後 3 時 半 ご ろ 。 近 所 の 人 
に よる と 「 バ ー ン 」 と いう 大 き な ビ ピストル の 
音 が し た そう だ 。 死 体 を 最初 に 発見 し た の は 
被害 者 の 麦 だ っ た 。 買い 物 か ら 帰 っ て き て 、 
夫 の 死体 を 発見 し た そう だ 。 


西村 : な に か と られ た 物 は あり ます か 。 
妻 : え えと 、 キ ャ ッシュ カー ド に 外国 製 の 
時 計 。 そ れ に 、 現 金 を 30 万 円 ぐら い 
と られ た よう で す 。 
: お 金 は いつ も どこ に 置い て ある ん で すか 。 
妻 : いつ も 金庫 の 中 に 入れ て ある ん で すけ 
ど 、 金 庫 は か ぎ が 壊れ て いま し た 。 
: と ころ で 、 あ な た が ご 主人 の 死体 を 見 
つけ た 時 の 部 屋 の 状態 な ん で す が … 
妻 : は い 。 ま ず 入 り 口 の ドア し は 開い て いま し 
た 。 そ れ に 、 か ぎ も か か っ て いま せん 
で し た 。 
三井 : え ! 
: 三井 さん 。 ど うか し まし た か 。 
三井 : うん 。 ち ょ っ と ね 。 奥 さん 、 他 に は ? 
妻 : そう で すね 。 あ と は 、 窓 も カー テン も 
閉まっ て いま し た 。 部 屋 の 電気 は 消え 
て いて 、 夫 の つく え の 電 気 だ けが つい 
て いま し た 。 


場所 は ? 
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三井 : ご 主人 が 毅 さ れ た の は 3 時 半 ご ろ で し 
よう 。 外 は まだ 明る か っ た の に 、 カ ー 
テン が 閉まっ て いた ん で すか 。 

妻 : ええ 。 夫 は 仕事 を する 時 、 い つも 部 屋 
を 暗く する ん で す 。 仕事 に 集中 で きる 
よう に 。 

三井 : な る ほど 。 他 に も な に か あり ます か 。 

妻 : そう で すね 。 テ レビ は も ちろ ん 消え て 

いま し た し …。 あ っ 、 床 に は ピス トル 

が 落ち て いま し た 。 

三井 : うこ お 。 

西村 : 三井 さん 、 こ れ は 強盗 殺人 で す よ 。 
犯人 は お 金 を と り に 入っ た が 、 山 下さ 
ん に 見 られ た の で 殺し て し まっ た ん 
じゃ な いで し ょ うか 。 


西村 刑事 は そう 言っ た 。 し か し 、 私 に は そ 
う は 思え な か っ た 。 


Step2 目撃 者 の 証言 

不動 産 屋 川田 

ビス トル の 音 で すか 。 え え 、 も ちろ ん 聞き まし 
た よ 。 事務 所 で 一 人 で 仕事 を し て いる 時 で し た 
ね 。 突 然 バ ー ン と いう 音 が し た ん で 、 び っ くり 
し て 外 を 見 た ん で す 。 ち ょ うど その 時 、 鈴 木 さ 
ん が 事務 所 の 前 を 歩い て いる の を 見 まし た よ 。 
怪しい 人 で すか 。 そ う 言 えば 、 黒 い ば う し を か 
ぶっ た 人 が 駅 の ほう へ 走っ て いく の を 見 まし た 
ね 。 顔 は わか り ま せん で し た けど 。 


マン ショ ン の 隣人 鈴木 

ビス トル の 音 で すか ? ええ 、 聞 きま し た よ 。 
ちょ うど 不動 産 屋 の 前 を 歩い て いる 時 で し た 。 
黒い ば うし を か ぶっ た 人 で すか 。 え え 、 見 ま 
し た よ 。 顔 は 見 えま せん で し た けど 、 駅 の ほ 
う へ 走っ て いく の を 見 まし た ね 。 え 、 犯 人 で 
すか ? そん な こと わか り ま せん よ 。 で も 、 
きのう の 夜 、 山 下さ ん と 奥さん が 大 声 で けん 
か し て いる の を 聞き まし た よ 。 な ぜ け ん か し 
て いた か は 、 わ か り ま せん けど 。 


山下 の 妻 

ピス トル の 音 で すか ? ええ 、 聞 きま し た 。 
駅 前 の 美容 院 か ら 帰 っ て くる 時 、 バ ー ン と い 
う 音 を 聞き まし た 。 ま さか 自分 の 夫 が 殺さ れ 
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た な ん て 。 え 、 怪 し い 人 で すか 。 さ あ …。 
で も 、 そ の 少し 後 で 、 出 版 社 の 田中 さん が 
駅 の ほう へ 走っ つて いく の を 見 まし た よ 。「 こ 
ん に ち は 」 っ て 言っ た ん で すけ ど 、 気 が つ 
か な か っ た よう で すね 。 き の う の 夜 で すか 。 
ええ 、 そ う で す 。 夫 と けん か を し まし た 。 
理由 は 夫 の 愛人 問題 で す 。 


山下 の 愛人 優子 

3 時 半 ど ごろ? 駅 前 の 喫茶 店 で コー ヒー 
を 飲ん で いた わ よ 。 ピ スト ル の 音 ? あ 
あ 、 そ う 言 えば 、 店 を 出 た 時 、 バ ー ン と い 
う 音 を 聞い た わ ね 。 怪 し い 人 ? うう ぅ ん 、 
見 な か っ た わ 。 出 版 社 の 田中 さん な ら 見 た 
けど 。 黒 い ば ぽう し を か ぶっ て いた わ ね 。 あ 
あ 、 そ れ か ら 木 村 病 院 の 先生 。 喫 茶店 で 娘 
さん と 語 し て いる の を 見 た わ 。 え 、「 だ れ 
が 犯人 だ と 思う か 」 で すっ て ? も ちろ ん 
奥さん よ 。 他 に 考え られ な いわ 。 


出版 社 社員 田中 

ビス トル の 音 で すか ? ええ 。 3 時 半 ど ご ろ 、 
駅 前 の パチ ンコ 屋 で 遊ん で いる 時 、 聞 きま 
し た よ 。 バ ー ン と いう すご い 音 で し た ね 。 
山下 先生 の 奥さん で すか ? いい え 、 お 会 
いし ませ ん で し た 。 私 、3 時 か ら 4 時 半 ご 
ろ ま で ずっ と パチ ンコ 屋 に いま し た か ら 。 
犯人 で すか ? わか り ま せん ね え 。 で 、 山 
下 先生 、 い くら と られ た ん で すか ? 


医者 木村 

ピス トル の 音 で すか 2? ええ 、 聞 きま し た 
よ 。 喫茶 店 で 娘 と コー ヒー を 飲ん で いる 時 
で し た 。 す ご く 大 き な 音 で し た ね 。 優子 
さん で すか ? ええ 。 喫 茶店 で コー ヒー を 
飲み な が ら 、 雑 誌 を 読ん を で いる の を 見 まし 
た よ 。 犯人 で すか ? そん な こと 私 に は わ 
か り ま せん わ 。 


Step3 3 億 円 事件 
テキ スト 本 文 を 参照 (p.127 ~ 128 ) 


第 6 課 
Step1 理想 の 結婚 


鈴木 さち 子 さ ん の 話 
私 は や っ ぱり 頼り が い が あ っ て 、 私 を 「 グ 


イグ イ 引 っ 張っ て くれ る 人 」 が いい な あ 。 


「 守 っ て も らい た い 」 っ て いう か 、 と に か 
く 男 らし い 人 が 好き な の 。 で きれ ば 5 つ 
以上 年 上 で 、 ス ポー ツマ ン の 人 が いい わ ね 。 
仕事 ? 結婚 し た ら 、 も ちろ ん や め る つも 
り 。 専 業 主婦 に な っ て 彼 の た め に いろ いろ 
な こと を し て あげ る の 。 料 理 を 作っ て あげ 
た り 、 洗 濯 を し て あげ た り …。 友 だ ち は み 
ん な 「 十 い 」 っ て 言う けど 、 私 は けっ こう 「 尽 
くす タイ プ 」 だ か ら 、 そ うい う の が 大 変 だ 
と は ぜん ぜん 思わ な い 。 家 で 晩 ご は ん を 作 
りな が ら 、 子 供 と いっ し ょ に 夫 が 帰っ て く 
る の を 待っ て いる 。 そ うい う の っ て 、 い い 
と 思わ な い ? 


岡田 大 介さ ん の 話 

ぼく た ち は 夫 婦 と いう より 友だち 同士 と 
言っ た ほう が いい か も し れ ま せん ね 。「 ぼ 
く は 夫 な ん だ か ら 、 姜 の た め に これ を レ 
て あげ な けれ ば 」 と か 、「 君 は ぼく の 妄 
な ん だ か ら 、 ぼ く の た め に これ を し て も 
らい た い 」 と か 、 そ うい うふ うに 考え る 
の は あま り 好 きじ ゃ な いん で す 。 だ か ら 、 
も ちろ ん 表 に 仕事 を や め て も らい た いと 
は ぜん ぜん 思っ て いま せん し 、 専 業 主婦 
に な っ て も らい た いと も 思っ て いま せん 。 
相手 に 何 か を 求め る の で は な く 、 お 互い に 
対等 な 関係 で 友だち 同士 の よう に 相談 し 、 
助け あい ながら 生き て いき た いと 思っ て い 
る ん で す 。 ぼ くに と っ て 結婚 と は 「 二 人 三 
脚 」 の よう な も の な ん で す 。 


西山 ゆき えさ ん の 話 

私 た ち は 結 婚 し て も う 2 年 に な り ます が 、 
外出 する 時 は 今 で も 恋人 同士 の よう に 手 を 
つない で 歩い て いま す 。 友だち か ら は よく 
「 結 婚 す る 前 は 、 毎 週 の よう に 彼 が 映画 に 
連れ て いっ て くれ た り 、 食 事 に 誘っ て くれ 
た り し た の に 、 結 婚 し た ら 急 に どこ に も 運 
れ て いっ て くれ な く な っ た 」 と いう 話 を 開 


=95— 


きま す が 、 私 た ちの 場合 、 そ うい うこ と は まっ 
た く あ り ま せん 。 今 で も 休み の 日 に は 二 人 で 
よく 出かけ ます 。 た ぶん 子供 が いな いと いう の 
も 理由 の ひと つ で し ょ う 。 友 だ ち に は 「 子 供 は 
作ら な い の ?」 と よく 聞か れ ま す が 、 私 は 子供 
を 産ん で 「 母 」 に な る より 、 死 ぬ ま で ずっ と 一 
人 の 「 女 」 で いた いと 思っ て いる ん で す 。 


高橋 次 郎 さん の 話 

ぼく は 結婚 し て 子供 が 生ま れ た ら 、 事 に は 仕事 
を や め て も らい た いと 思っ て いる ん で す 。 別に 
ぼく の 世話 を し て も らい た いと 思っ て いる わけ 
で は な いん で す 。 子供 の た め に そう し た ほう が 
いい と 思う ん で す 。 ぼ ぽ ぼく は 一 人 っ 子 で 、 両 親 が 
共働き だ っ た か ら 、 子 供 の 気持 ちら が よく わか る 
ん で す 。 学 校 が 終わ っ て 家 に 帰っ て も だ れ も い 
な いと いう の は 、 本 当 に 寂し いも の で す 。 だ か 
ら 、 子 供 の た め に 雪 に は 家 に いて も らい た いん 
で す 。 そし て 、 子 供 の 世話 を し て あげ て ほし 
いん で す 。 子供 に は や は り 父 親 よ り 母 親 の ほ 
う が 大 切 だ と 思う か ら で す 。 ・ 


Step2 ひと こと 言っ て あげ る 

松本 : み な さん 、 こ ん に ち は 。 ケ リー 松本 の 「 ひ 
と こと 言っ て あげ る 」 の お 時 間 で す 。 今 
日 も 全国 か ら た くさ ん の お 手紙 を いた だ 
きま し た 。 今 日 の ご 相談 者 は 、 東 京都 に 
お 住ま い の 森 下 美子 さん で す 。 で は 、 早 
速 お 手紙 を お 読み し ます 。 


役 と は 学生 時 代 に 知り あっ て 5 年 前 に 結婚 
し まし た 。 彼 は あま り ハ ン サ ム で は な いけ ど 、 
すご く や さ し く て 、 い っ し ょ に いる と 、 す ど 
く 安心 で きる 人 だ っ た ん で す 。 だ か ら 、 結 婚 
し て は じ め の 1 年 ぐら い は 毎日 が と て も 楽し 
く て 、 し あわ せ で し た 。 で も 、 最 近 の 彼 に は 
不満 が いっ ぱい で す 。 

新婚 の ころ は 、 仕 事 が 終わ ちる と 、「 今 か ら 帰 
る か ら 」 と 必ず 電話 し て くれ た の に 、 最 近 は 
毎晩 何 の 連 絡 も せ ず に 、 酔 っ 払っ て 帰っ て き 
ます 。 そ の た め 、 結 婚前 は 週末 に は 必ず コン 
サー ト や 映画 に 講 っ て くれ た の に 、 最 近 で は 
「 つ か れ て いる か ら 」 と 言っ て 、 ど こ へ も 連れ 


テー 
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て いっ て くれ ませ ん 。 私 の 誕 
まっ た よう で す 。 以前 は 私 の 誕 4 
な に か プレ ゼン ト を し て くれ た の に 、 
は 花 も 買っ て くれ ませ ん し 、 


ル を 変 


上 日 も 忘れ て し 
E 日 に は 必ず 
最近 で 
私 が へ ヘアスタイ 
彼 は ぜん ぜん 気がつい て くれ 


が えて も 、 


ませ ん 。 最 近 は まっ た く 「 愛 し て る 」 と も 言っ 
て くれ ませ ん 。 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 結 
婚前 は 「 結 婚 し て も 、 君 は 仕事 を や め な く て 


も いい し 、 
言っ て くれ た の に 、 
ば か り で 、 ま っ た く 家 事 
ん 。 私 が 「 和 手伝っ て 」 と 言う と 、 
や め ろ 」 と 言わ れ ま す 。 


ぼく も 家事 を 半分 手伝う か ら 」 と 
で ゴロ ゴロ し て 
を 手 伝 お うと し ませ 
「 仕 事 な ん か 
ケリ ー さ ん 、 こ ん な 


最近 


夫 に ひと こと 言っ て や っ て くだ さい 。 


松本 : さあ 、 今 日 も 私 が ご 主人 に ひと こと 言 
っ て あげ まし ょ う ! 

松本 : も し も し 。 お 仕事 中 、 す み ま せ ん 。 
横浜 湾岸 ラジ オ の ケリ ー 松 本 と 申し ま 

す が 、 森 下 た か し さん で すね 。 

森下 : ええ 、 そ う で すけ ど 。 

松本 : 今 ラ ジオ の 生放送 中 な ん で すけ ど 、 あ 
な た の 奥さん か ら お 手紙 を いた だ きま 
し て 、 お 電話 し て いる ん で す 。 

森下 : は 、 は あ 。 

松本 : 奥さん に 伺っ た ん で すけ ど 、 ご 主人 は 
最近 毎晩 酔っ 払っ て うち に 帰っ て くる 
そう で すね 。 

森下 : え 。 え え 、 ま あ 。 

松本 : それ に 、 週 末 は いつ も うち で ゴロ ゴロ 
し て いて 奥さん を どこ に も 連れ て 行っ 
て あげ な いそ う で すね 。 し か も 、 結 婚 
する 時 は 「 家 事 を 半分 手伝う 」 と 言っ 
た の に 、 最 近 は まっ た く 手 伝 わ な いそ 
う で すね 。 

森下 : 仕事 が 忙し く て 、 つ か れ て いる ん で す 
よ 。 

松本 : それ は 関係 あり ませ ん 。 奥 さん を 愛し 
て いる な ら 、 で きる は ず で す 。 本当に 
奥さん を 愛 じ て いる ん で すか 。 

下 : も ちろ ん で す よ 。 

松本 : で も 、 最 近 は 「 愛 し て いる 」 と 言っ て 
あげ な いそ う で すね 。 

森下 : は ず か し いん で す よ 。 
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松本 : 


森下 : 
松本 : 


森下 : 
松本 : 


森下 : 
松本 : 


松本 : 


・ えー と 、 た し か 、 


: そう で す 。 


そん な こと は 関係 あり ませ ん 。 今 
の よう な 状態 だ と 、 あ な た 、 奥 さ 
ん に 離婚 され ます よ 。 

え ! それ は 困り ます よ 。 

じゃ あ 、 誕 生日 に プレ ゼン ト ぐ ら 
い 買 っ て あげ な きゃ 。 最 近 は 花 も 
買っ て あげ な いそ う で すね 。 

は あ 。 す み ま せ ん 。 

私 に 謝ら な く て も いい ん で す よ 、 ご ど ご 
主人 。 あ な た 、 奥 さん の 誕生 日 、 い 
つか ご 存 知 で すか 。 

6 月 の … 。 

あ ! 今日 だ ! 
今日 で す よ 。 本 当 に 困っ 
た 人 で すね 。 じ ゃ 、 今 日 何 を すれ 
ば いい か 、 も うお わか り で すね 。 


: 奏 に 誕生 日 プレ ゼン ト を 買っ て 帰 


り ま す 。 


: そう 。 そ し て 、 プ レ ゼ ント を わた す 


時 、 奥 さん に ちゃ ん と 「 い つも あり 
が と う 。 愛し て いる よ 」 と 言っ て 
あげ て くだ さい ね 。 

わか り ま し た 。 や っ て み ま す 。 
お 願い し ます よ 。 


さて 、 ご 主人 に 言い た く て も 言え な 
いこ と が ある あな た 。 私 、 ケ リー 松 
本 に お 手紙 くだ さい 。 ケ リー 松本 は 
あな た の 強い 味方 で す 。 そ れ で は 今 
週 は この 辺 で 。「 う ちの 夫 に イエ ロー 
カー ド 明 。 ケ リー 松本 の 「 ひ と こと 
言っ て あげ る 」 で し た 。 ま た 来週 お 
会 いし まし ょ う 。 


Step3 国際 結婚 
テキ スト 本 文 を 参照 (p.155 ~ 156 ) 


第 7 課 
Step1 スタ ー の 健康 法 


司会 : 


みな さん 、 こ ん に ち は 。「 ヘ ル シ ー・ 
クッ キン グ 」 の お 時 間 で す 。 


大 友 : 


: こん に ち は 。 
: は じ め ま し て 。 


: ええ 。 仕事 の 仲間 


今日 も 素晴らし い お 客 様 に 来 て い 
た だ きま し た 。 フ ァ ッ ショ ン ・ モ 
デル で あり 、 ま た 歌手 で も ある 俳 
優 の 大 友 雄二 さん で す 。 で は 、 み 
な さん 。 拍手 で お 迎え し まし ょ う 。 
大 友 さ ん 、 ど う ぞ 。 

は じ め ま し て 。 
今日 は よろ し く お 
願い し ます 。 


: こち ら こ そ 。 
: 早速 で す が 、 


大 友 さ ん は 以前 ずい 
ぶん 太っ て いち っ し ゃ っ た そう で 
すね 。 


: ええ 、 そ うな ん で す 。 中 学生 の ころ 


は 体重 が 80 キロ ぐら いあ り ま し た 。 


: え ! 中 学生 で 80 キロ で すか 。 そ 


れ が どう し て こん な に スリ ム に な ら 
れ た ん で すか 。 


: 高校 で サッ カー を 始め た の が きっ 


か け で し た 。 そ れ ま で は あま り ス 
ー ツ が 好き じゃ な か っ た ん で す 

が 、 女 の 子 に モテ た く て …。 

は は は …。 


: は は は …。 そう で すか 。 そ れ で 、 サ ッ 


カー は 今 も 続け て いら っ し ゃ る ん で 
すか 。 
明光 注 チ ーー 
ム を 作っ て いま し て 、 休 み が と れ 
と 、 必 ず と 言っ て いい ほど や っ 
て いま す 。 
な る ほど 。 と ころ で 、 食 生活 に つ 
いて お 聞き し た いん で す が 、 食 事 
で な に か 気 を つけ て いら っ し ゃ る 
こと は あり ます か 。 
モデ ル を や っ て いる の で 、 も ちろ 
ん 食べ 過ぎ な いよ うに 気 を つけ て 
いま す 。 ケ ー キ と か チョ コレ ー ト 
な どの 甘い 物 は で きる だ け 食 べ な 
いよ うに し て いま す 。 


: 食事 は や は りあ まり めし あがら な 


いん で すか 。 


: いえ 。 そ ん な こと は あり ませ ん 。 モ 


デル や 俳優 の 仕事 は や は り 体 力 を 
使い ます か ら 、 暑 く て 食欲 が な い 
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時 で も 必ず 3 回 食事 を 取る よう に し て 
いま す 。 

: 具体 的 に どん な も の を めし あがる ん で 
すか 。 
そう で すね 。 了 肉 、 野 菜 、 魚 な ど を バ 
ラン ス よ く 食 べ る よう に し て いま す 。 
煮物 を よく 食べ ます が 、 揚 げ 物 は あま 
り 食 べ な いよ うに し て いま す 。 他 に は 、 
海 某 や キノ コ を 使っ た サラ ダ な ん か も 
よく 食べ ます ね 。 

司会 : お 酒 は お 飲み に な る ん で すか 。 

: ワイ ン は 少し 飲み ます が 、 日 本 酒 や ビ 
ー ル は 絶対 飲ま な いよ うに し て いま す 。 
アル コー ル も スト レス を 解消 する た め 
に は いい と 思い ます が 、 や は り 体 に あ 
まり よく な いで すか ら 。 

: 他 に な に か 気 を つけ で いら っ し ゃ る こ 
と は あり ます か 。 

: 寝る こと で すね 。 毎日 必ず 8 時 間 は 中 
る よう に し て いま す 。 一 日 の つか れ を 
と る た め に は その ぐら い 寝 な いと ダメ 
な ん で す 。 そ れ か ら 、 お 風呂 は 40 度 
の 熱さ で ゆっ くり 入る よう に し て いま す 。 

司会 : ずい ぶん 気 を 使っ て いら っ し ゃ る ん で 
すね 。 

: ええ 。 い い 仕事 が で きる よう に 、 健 康 
に 気 を つけ る こと も 大 切 で すか ら 。 

司会 : そう で すか 。 そ れ で は 、 こ こ で ちょ っ 

と CM を 。 


Step2 アロ マテ ラビ ピー 

京都 医科 大 学 の 小川 と 申し ます 。 今日 は 「 ス 
トレ ス を どう 解消 する か 」 に つい て お 話し し 
た いと らい ます 5 の な さん 6 は 「 ア ロマ テラ ピー」 
言葉 を お 聞き に な っ た こと が お あり で 

近 、 テ レビ や ラジ オ な ど で よ く 
が 、 今 日 は この 「 ア ロマ テ 
ラビ ピー」 に つい て わか りや すく ご 説明 し た い 
と 思い ます 。 

「 ア ロマ テラ ピー」 と いう の は 、 簡 単に 言え 
ば 、 香 り を 使っ て 心 や 体 を 健康 に する 方 法 の 
こと で す 。 日 本 で も 昔 か ら お 香 を た いた り 、 
お 風呂 に ユズ を 入れ た り し て 香り を 楽し お 習 


慣 が あり まし た が 、 そ れ も 「 ア ロマ テラ ピー」 
の 一 種 だ と 言え る で し ょ う 。 

香り に は いろ いろ な 効果 が あり ます が 、 今 
日 は 特に スト レス の 解消 に 役に立つ も の を ご 
紹介 し た いと 思い ます 。 ま ず 、 ロ ー ズ ウッ ド 
で す 。 と これ は 緊張 し て いて 、 リ ラッ クス し た 
い 時 に と て も 効果 的 で す 。 例 えば 「 明 日 大 切 
な 試験 が ある の に 、 な か な か 寝 ら れ な い 」 と 
いう 時 や 、 大 好き な 人 と の 初め て の デー ト で 
胸 が ドキ ドキ し て いる 時 な ど に お 使い くだ さ 
い 。 次 に 、 ペ パー ミン ト で す が 、 こ れ は と て 
も すっ きり する 香り な の で 、 二 日 酔い や 乗り 
物 酔い で 気持 ち が 悪 い 時 な ど に と て も 効果 的 
で す 。 そ れ か ら 、 夜 ぐっ すり 眠り た い 財 に は 
寝る 前 に ジャ スミ ン の 香り を か ぐ と よい で 
し ょ う 。 ま た 、 明 る い 気 持ち に な り た い 時 は 、 
ダグ レー プ フル ー ツ や レモ ン な どの 甘い 香り が 
効果 的 で す 。 こ の よう に 香り に は 不思議 な 効 
果 が ある の で す 。 

さて 、 香 り の 楽し み 方 に も ちい ろ い ろ あ り ま 
す が 、 こ こ で は 三 つ ほ どど ご 紹介 し た いと 思い 
ます 。 ひ と つめ は 「 芳 鼻 浴 」 と いう 方 法 で や 
り 方 は と て も 簡単 で す 。 テ ィ ッ シュ ・ ペ ー 
パー に ハー ブ ・ オ イル を ほん の 少し つけ 、 部 
屋 に 置い て お け ば いい の で す 。 し ば らく する 
と 、 香り が 部 屋 中 に 広がっ て 、 気持 ち を リラ ッ 
クス させ て くれ ます 。 ふ た つめ は 「 ア ロマ バ 
ス 」 と いう 方 法 で す 。 こ れ も や り 方 は 簡単 で 
す 。 お 風呂 の お 湯 に ハー ブ ・ オ イル を 少し 人 
れ 、 お 湯 を よく か き 混 せな が ら ゆ っ くり と お 
風呂 に 入り ます 。 そ し て みっ つめ は 、 お 茶 と 
し て 飲む と いう 方 法 で す 。 ハ ー ブ テ ィ ー や ミ 
ント ティ ー、 中 国 の ジャ スミ ン 茶 な ど を お 勧 
めし ます 。 た だ し 、 使 い 方 に は 注意 が 必要 で す 。 
特に ハー ブ ・ オ イル を 体 に つけ る 時 は 、 水 で 
十分 に 薄め て か ら 使 う よ う に し て くだ さい 。 

さて 、 最 後に 一 言 。 現 代 人 に と っ て スト レ 
ス は 切っ て も 切れ な い 存 在 だ と 言え ます が 、 
あま り に 強い スト レス は 頭痛 や 胃痛 を 引き 起 
こし 、 時 に は 心臓 発作 の 原因 に な る こと も あ 
り ま す 。 香 り の 効果 を うま く 使っ て 、 上 手 に 
スト レス を 解消 する よう に 心掛け て くだ さい 。 
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Step3 あな た は 知ら せま すか が ? 
テキ スト 本 文 を 参照 ( p.182 ~ 183 ) 


第 8 課 
Step1 日 本 の 大 学 


政 


治 経済 学 、 中 山 先生 の 話 
法学 部 で は 毎年 2 月 に 卒論 の 発表 会 を す 


る こと に な っ て いる の で 、 私 の ゼミ で は まず 


学 


生 に 幅広 く 本 や 論文 を 読ま せ 、 全 員 で ディ 


スカ ッ シ ョ ン さ せる こと に し て いま す 。 い ろ 
いろ な 問題 や テー マ に つい て 考え させ る こと 
で 、 夏 休み まで に 学生 一 人 ひと り が 自分 の 
研究 テー マ を 決め られ る よう に し た いか ら で 


す 。 そ し て テー マ が 決ま っ た ら 、 図 
で 


館 な ど 
論文 や 資料 を 集め させ 、 後 期 は ゼミ で 一 人 


ずつ 順番 に 中 間 発 表 を させ ます 。 そ の 時 、 も 
ちろ ん 他 の 学生 に は 発表 の 内 容 に つい て 自由 


に 


1 月 の 終わ り ま で に 2 


意見 を 言わ せる よう に し ます 。 学生 は その 
見 を 参考 に し て も う 一 度 自分 で よく 考え 、 
と し て まとめ ます 。 


ゼミ の 成績 は その 内 容 を も と に つけ る こと に 
し て いま す 。 


中 国語 、 高 木 先 生 の 話 


私 の 授業 で は 、 ま ず 学 生 に 中 国 に 興味 を 持 


た せる よう に し て いま す 。 そ の た め 、4 月 は 
中 国 の 映画 を 見 させ た り 、 中 国 に つい て いろ 
いろ 本 を 読ま せ た り する こと に し て いま す 。 
文法 や 語 菓 の 勉強 を 始め る の は 5 月 に な っ て 
か ら で す 。 中 国語 は 発音 が と て も 大 切な の で 
学生 に は 毎日 うち で テー プ を 聞か せ 、 授 業 で 


は 
ま 


に 


る こと に し て いま す 。 中 


毎回 必ず 発音 の 練習 を させ る こと に し て い 
す 。 ま た 、 と きど き 中 攻 学生 に 教室 
来 て も らい 、 学 生 に 彼ら で 話さ せ 
の 学生 は 夏 


休み に 北京 へ 短期 留学 する こと に な っ て いる 


の で 、 学 生 に 覚え させ る 語 は で きる だ け 中 


国 


て 


へ 行っ た 時 に 役に立つ も の を 選ぶ よう に し 
いま す 。 


情報 処理 、 三 浦 先生 の 話 


私 の 授業 で は まず 学生 を コン ピュ ー タ ー に 


慣れ させ 、「 コ ンピュータ ー は 難し い 」 と 思 


わせ な いよ うに し て いま す 。 学 生 は 全員 大 
学 か ら E メ ー ル の アド レス を も る も ら え る こ 
と に な っ て いる の で 、 最 初 は 学生 同士 で E 
メー ル の 交換 を させ た り 、 イ ンタ ーネット 
で 図書 館 の 本 を 調べ させ た りす る こと に し 
て いま す 。 そ し て 、 学 生 が コン ピュ ー タ ー 
を 使う こと に 慣れ た ら 、 次 に プロ 
グ の 基礎 を 勉強 させ 、 そ の 後 で 学生 に 自由 
に 好き な プロ グラ ム を 作ら せる こと に し て 
いま す 。 ホ ー ム ペー ジ を 作る の も いい で す 
し 、 簡 単 な ゲ ー ム を 作る の も いい で し ょ う 。 
そし て 、 プ ログ ラム が 完成 し た ら 、 ク ラス 
で 発表 会 を 行い 、 学 生 な た ち に 「 ど うす れ ば 
も っ と いい プロ グラ ム に な る か 」 を 話し あ 
わせ 、 お 互い に アイ デア を 出さ せる よう に 
し て いま す 。 


Step2 親 の 立場 、 子 の 立場 


母親 の 意見 

将来 、 子 供 に は 医者 か 外交 官 に な っ て ほ 
し い の で 、 大 学 も で きれ ば 医学 部 か 法学 部 
に 行か せ た い と 思っ て いま す 。 そ の た め に 
小学 生 の 時 か ら ず っ と 塾 に 通わ せ て きま し 
た し 、 英 語 も 習わ せ て きま し た 。 も ちろ ん 
テレ ビ ゲ ー ム は 絶対 に や ら せ ま せん で し た 
し 、 漫 画 も 読ま せま せん で し た 。 か わり に 
週 に 1 度 水泳 を や ら せ て 体 を きた え 、 毎 日 
1 時 間 は 小説 や 詩 を 読ま せ て 、 教 養 を つけ 
させ る よう に し まし た 。 食 事 に も 気 を 使い 
まし た 。 イ ンス タン ト 食 品 や お 菓子 は 絶対 
に 食べ させ ませ ん で し た し 、 ジ ュー ス も フ 
レッ シュ ・ ジ ュー ス 以 外 は 絶対 に 飲ま せま 
せん で し た 。 ま た 、 心 を 豊か に する た め に 
ビア ノ や 絵 を 習わ せ た り も し まし た 。 こ の 
よう な 育て 方 に は 、 供 否 両 諭 が ある で し ょ 
う が 、 本 当 に 子供 の こと を 大 切 に 思う な 
ら 、 そ の くら ゆい 厳し く 育 て る べき だ と 思い 
ます 。 大 学 に 合格 し た ら 、1 年 ぐら い アメ 
リカ か カナ ダ に 留学 させ た いと 思っ て いま 
す 。 国 際 化 の 時 代 で すし 、 外 国 で いろ いろ 
な 経験 を させ た ほう が いい と 思う ん で す 。 
そし て 大 人 に な っ た ら 、 世 の 中 の 役に立つ 
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子 に な っ て ほし いと 思っ て いま す 。 


息子 の 意見 

高校 を 卒業 し た ら 、 ぼ く は 芸術 大 学 に 行 
きた いと 思っ て いま す 。 そ とこ で 絵 の 勉強 を 
し て 、 将 来 は 画家 に な る の が 夢 な ん で す 。 
両親 は ぼく に 医者 か 外交 官 に な っ て ほし い 
と 思っ て いる よう だ けど 、 ぼ くに は その つ 
も り は あり ませ ん 。 ぼ く の 父 と 母 は と に か 
く 厳 し く て 、 子供 の ころ か らい ろ い ろ な こ 
と を させ られ まし た 。 ぼ く は も っ と 遊び た 
か っ た の に 、 塾 に 通わ され た り 、 を 習 
わ さ れ た り し まし た 。 も ちろ ん テレ ビ ゲ ー 
ム な ん か 絶対 に や ら せ て も ら え ませ ん で し 
た し 、 漫 画 も 読ま せ て も ら え ませ ん で し た 。 
その 上 、 ぼ く は スポ ー ツ が 好き じゃ な か っ 
た の に 、 毎 週 水泳 の 練習 に 行か され た り も 
し まし た 。 本 も 小説 や 詩 ば か り 読ま され ま 
し た 。 食事 も イン スタ ント 食品 や お 菓子 は 
絶対 に 食べ させ て も ら え ませ ん で し た し 、 
ジュ ー ス も フレ ッシュ ・ ジ ュー ス 以 外 は 絶 
対 に 飲ま せ て も ら え ませ ん で し た 。 も ちろ 
ん 両親 に 感謝 し て いる こと は た くさ ん あり 
ます 。 絵 を 習わ せ て も ら っ た こと は 今 で も 
本 当 に よかっ た と 思っ て いま す 。 だ か ら 、 
今 ま で は 両親 の 言う と お り に 生き て きま し 
た 。 で も 、 高 校 を 卒業 し た ら 、 今 度 は ぼく 
の 好き な よう に させ て も ら お うと 思っ て い 
ます 。 


Step3 学校 へ 行か な い 子供 た ち 
テキ スト 本 文 を 参照 (p.209 ~ 210 ) 


